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１．指定等文化財一覧 



 

1-1 

 

 

No 名称 文化財種別 指定選定者 日本遺産 管理者 指定等年月日 地区 集落 時代

1 荻野家住宅 建造物 国 ○ 個人 平26.1.27 熊川 熊川 江戸

2 木造 聖観世音菩薩立像 彫刻 国 安楽寺 大10. 4. 30 鳥羽 無悪 平安前期

3 木造 十一面観世音菩薩立像 彫刻 国 法順寺 昭3. 8. 17 瓜生 脇袋 平安後期

4 大音家文書 古文書 国 個人 令2. 9. 30 西田 神子 鎌倉～明治初期

5 西塚古墳 史跡 国 ○ 若狭町 昭10. 12. 24 瓜生 脇袋 古墳中期

6 上ノ塚古墳 史跡 国 ○ 若狭町 昭10. 12. 24 瓜生 脇袋 古墳中期

7 中塚古墳 史跡 国 ○ 若狭町 昭10. 12. 24 瓜生 脇袋 古墳中期

8 上船塚古墳 史跡 国 ○ 若狭町 昭10. 12. 24 三宅 日笠 古墳後期

9 下船塚古墳 史跡 国 ○ 若狭町 昭10. 12. 24 三宅 日笠 古墳後期

10 三方五湖 名勝 国 ○ 若狭町・美浜町 昭12. 6. 15 三方 鳥浜等

11 常神のソテツ 天然記念物 国 若狭町 大13. 12. 9 西田 常神

12 若狭町熊川宿 伝統的建造物群 国選定 ○ 熊川区 平8. 7. 9 熊川 熊川 江戸末期

13 石造九重塔婆 石造物 福井県 曹福寺 昭39. 6. 5 三宅 神谷 南北朝

14 木造 釈迦如来坐像 彫刻 福井県 常神区(常神社） 昭28. 3. 19 西田 常神 平安末期～鎌倉

15 木造 阿弥陀如来坐像 彫刻 福井県 常神区(常神社） 昭28. 3. 19 西田 常神 平安末期～鎌倉

16 木造 薬師如来坐像 彫刻 福井県 常神区(常神社） 昭28. 3. 19 西田 常神 平安末期～鎌倉

17 木造 聖観世音菩薩立像 彫刻 福井県 雲岳寺 昭28. 3. 19 鳥羽 麻生野 平安後期

18 木造 薬師如来立像 彫刻 福井県 雲岳寺 昭28. 3. 19 鳥羽 麻生野 平安後期

19 木造 薬師如来立像 彫刻 福井県 諦応寺 昭59. 3. 2 瓜生 安賀里 平安前期

20 木造 薬師如来坐像 彫刻 福井県 玉泉寺 昭59. 3. 2 野木 玉置 平安後期

21 白石神社祭山車綴錦見送 工芸品 福井県 熊川区 平12. 3. 21 熊川 熊川 江戸後期

22 熊川区有文書 古文書 福井県 熊川区 昭43. 3. 29 熊川 熊川 安土桃山～明治

23 有樋式石剣(大鳥羽遺跡出土) 考古資料 福井県 若狭町 昭53. 7. 25 鳥羽 大鳥羽 弥生中期

24 十善の森古墳出土品一括 考古資料 福井県 若狭町 昭53. 7. 25 三宅 天徳寺 古墳後期

25 丸山塚古墳出土品一括 考古資料 福井県 若狭町 昭53. 7. 25 三宅 天徳寺 古墳後期

26 向山1号墳出土品 考古資料 福井県 若狭町 平28.3.25 瓜生・野木 堤・下吉田 古墳中期

27 三方石観世音の手・形足形・型等奉納品 有形民俗文化財 福井県 三方石観世音 令2.8.4 三方 三方 江戸～現代

28 闇見神社例祭神事 無形民俗文化財 福井県 ○ 闇見神社例祭神事保存会 昭37. 5. 15 三十三 成願寺

29 若狭能倉座の神事能 無形民俗文化財 福井県 ○ 若狭能倉座 昭55 .3. 11 三十三 能登野

30 天満社例祭神事 無形民俗文化財 福井県 ○ 天満社例祭神事保存会 昭37. 5. 15 三方 藤井

31 前川神社の例祭神事 無形民俗文化財 福井県 前川神社例祭神事保存会 昭49. 4. 6 三方 北前川

32 国津神社の神事 無形民俗文化財 福井県 ○ 国津神社神事保存会 昭31. 3. 12 三方 向笠

33 シテナ踊 無形民俗文化財 福井県 鳥浜シテナ踊り保存会 昭37. 5. 15 三方 鳥浜

34 宇波西神社の神事芸能 無形民俗文化財 福井県 ○ 宇波西神社神事保存会 昭28. 3. 19 三方 気山（寺谷）

35 多由比神社の例祭神事 無形民俗文化財 福井県 ○ 多由比神社例祭神事保存会 平8. 5. 31 西田 別庄

36 海士坂の送り盆 無形民俗文化財 福井県 海士坂区 平21.3. 31 鳥羽 海士坂

37 六斎念仏（瓜生） 無形民俗文化財 福井県 ○ 瓜生六斎念仏保存会 昭37. 5. 15 瓜生 瓜生

38 六斎念仏（三宅） 無形民俗文化財 福井県 ○ 三宅六斎念仏保存会 昭37. 5. 15 三宅 三宅

39 河原神社神事 無形民俗文化財 福井県 上野木区 昭39. 6. 5 野木 上野木

40 十善の森古墳 史跡 福井県 ○ 天徳寺区 昭53. 10. 11 三宅 天徳寺 古墳後期

41 神子の桜 名勝 福井県 若狭町 昭31. 3. 12 西田 神子 江戸

42 円成寺のみかえりのマツ 天然記念物 福井県 円成寺 昭49. 4. 16 三十三 岩屋

43 小川神社のカゴノキ 天然記念物 福井県 小川区 昭32. 7. 30 西田 小川

44 上村家のタブの木 天然記念物 福井県 個人 昭48. 5. 1 三宅 三宅

45 須部神社鳥居 建造物 若狭町 須部神社 昭36. 4. 1 瓜生 末野 江戸

46 鐘楼付山門 建造物 若狭町 諦応寺 昭53.10. 6 瓜生 安賀里 江戸

47 旧逸見勘兵衛家住宅 建造物 若狭町 ○ 若狭町 平 7. 1.13 熊川 熊川 江戸

48 熊川番所 建造物 若狭町 ○ 若狭町 平12. 5.23 熊川 熊川 江戸

49 宝篋印塔 石造物 若狭町 麻生野区 昭53. 6.14 鳥羽 麻生野 鎌倉

50 条里起点石 石造物 若狭町 無悪区 昭39. 4. 1 鳥羽 無悪 奈良

51 小野篁の墓(宝篋印塔) 石造物 若狭町 無悪区 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 鎌倉

52 安倍晴明の墓(五輪塔) 石造物 若狭町 無悪区 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 鎌倉

53 経塚（八丁塚） 石造物 若狭町 安賀里区 昭39. 4. 1 瓜生 安賀里 江戸

54 新田義治の墓 石造物 若狭町 個人 昭39. 4. 1 瓜生 有田 南北朝

55 道しるべ 石造物 若狭町 ○ 三宅区 昭39. 4. 1 三宅 三宅 江戸

56 中西千遂句碑 石造物 若狭町 市場区 昭39. 4. 1 三宅 三宅 江戸
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No 名称 文化財種別 指定選定者 日本遺産 管理者 指定等年月日 地区 集落 時代

57 横井筆丸句碑 石造物 若狭町 三宅区（信主神社） 昭39. 4. 1 三宅 市場 江戸

58 道しるべ 石造物 若狭町 ○ 日笠区 昭39. 4. 1 三宅 日笠 江戸

59 松木長操の墓(五輪塔) 石造物 若狭町 正明寺 昭36. 4. 1 三宅 日笠 江戸

60 宝篋印塔 石造物 若狭町 清月寺 昭53. 6.14 野木 杉山 南北朝

61 内藤佐渡守の墓(五輪塔) 石造物 若狭町 個人 昭36. 4. 1 野木 堤 室町

62 絹本著色 蓮如上人像 絵画 若狭町 仏行寺 昭59. 5. 1 三十三 倉見 桃山

63 絹本著色 愛染明王像 絵画 若狭町 月輪寺 昭59. 5. 1 三方 向笠 室町

64 絹本墨画 不動明王像 絵画 若狭町 慈眼寺 昭59. 5. 1 西田 別庄 室町

65 絹本著色 両界曼荼羅 絵画 若狭町 慈眼寺 昭59. 5. 1 西田 別庄 鎌倉～南北朝

66 絹本著色 不動二童子像 絵画 若狭町 慈眼寺 昭59. 5. 1 西田 別庄 南北朝

67 絹本著色 三宝荒神像 絵画 若狭町 慈眼寺 昭59. 5. 1 西田 別庄 室町

68 絹本著色 弘法大師像 絵画 若狭町 慈眼寺 昭59. 5. 1 西田 別庄 室町

69 紙本著色 不動明王掛軸 絵画 若狭町 安楽寺 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 室町

70 絹本著色 親鸞聖人絵伝 絵画 若狭町 真覚寺 昭36. 4. 1 熊川 新道 江戸

71 絹本著色 親鸞聖人絵伝 絵画 若狭町 円成寺 昭36. 4. 1 熊川 河内 江戸

72 絹本著色 顕如上人画像 絵画 若狭町 円成寺 昭36. 4. 1 熊川 河内 江戸

73 絹本著色 地獄図掛図 絵画 若狭町 良念寺 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺 江戸

74 木造 阿弥陀如来坐像 彫刻 若狭町 成願寺大坊 昭42. 3. 1 三十三 成願寺 鎌倉

75 木造 聖観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 成願寺大坊 昭42. 3. 1 三十三 成願寺 鎌倉

76 木造 如意輪観世音坐像 彫刻 若狭町 弘誓寺 昭42. 3. 1 三十三 東黒田 鎌倉～南北朝

77 木造 多聞天立像 彫刻 若狭町 弘誓寺 昭42. 3. 1 三十三 東黒田 室町初期

78 木造 金剛力士（仁王）像 彫刻 若狭町 弘誓寺 昭59. 5. 1 三十三 東黒田 南北朝～室町

79 銅造 釈迦如来坐像 彫刻 若狭町 伝芳院 昭42. 3. 1 三方 相田 14世紀

80 木造 十一面観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 天満社 昭42. 3. 1 三方 藤井 室町

81 木造 地蔵菩薩坐像 彫刻 若狭町 地蔵堂 昭42. 3. 1 三方 南前川 鎌倉後期

82 能面 三番叟 彫刻 若狭町 個人 昭53. 6. 1 三方 向笠 鎌倉

83 木造 薬師如来坐像 彫刻 若狭町 宝泉院 昭42. 3. 1 三方 気山（寺谷） 室町

84 木造 阿弥陀如来坐像 彫刻 若狭町 宝泉院 昭59. 5. 1 三方 気山（寺谷） 鎌倉

85 木造 釈迦如来坐像 彫刻 若狭町 慈眼寺（大乗寺） 昭42. 3. 1 西田 別庄 平安

86 木造 阿弥陀如来立像 彫刻 若狭町 慈眼寺（大乗寺） 昭59. 5. 1 西田 別庄 鎌倉

87 木造 阿弥陀如来立像 彫刻 若狭町 地蔵堂（伊良積区） 平9. 6. 26 西田 伊良積 平安後期

88 木造 二臂如意輪観世音菩薩坐像 彫刻 若狭町 徳寿院 昭59. 5. 1 西田 海山 室町

89 木造 十一面観世音立像 彫刻 若狭町 観音堂（世久見区） 平9. 6. 26 西田 世久見 平安後期

90 木造 薬師如来坐像 彫刻 若狭町 観音堂（世久見区） 平9. 6. 26 西田 世久見 平安後期

91 木造 不動明王立像 彫刻 若狭町 観音堂（世久見区） 平9. 6. 26 西田 世久見 平安後期

92 木造 地蔵菩薩立像 彫刻 若狭町 観音堂（世久見区） 平9. 6. 26 西田 世久見 平安後期～末期

93 木造 地蔵菩薩立像 彫刻 若狭町 観音堂（世久見区） 平9. 6. 26 西田 世久見 平安後期

94 木造 薬師如来坐像 彫刻 若狭町 薬師堂(小川区） 平9. 6. 26 西田 小川 平安後期

95 木造 阿弥陀如来坐像 彫刻 若狭町 薬師堂(小川区） 平9. 6. 26 西田 小川 平安後期

96 能面 翁 彫刻 若狭町 個人 昭53. 6. 1 西田 小川 室町末期～江戸初期

97 能面 父尉 彫刻 若狭町 個人 昭53. 6. 1 西田 小川 室町

98 能面 父尉 彫刻 若狭町 個人 昭53. 6. 1 西田 小川 室町末期～江戸初期

99 木造 狛犬 彫刻 若狭町 常神区(常神社） 昭59. 5. 1 西田 常神 鎌倉初期

100 能面 翁 彫刻 若狭町 個人 昭53. 6. 1 西田 常神 江戸初期

101 木造 男神像 彫刻 若狭町 石按神社 昭61. 8. 6 鳥羽 大鳥羽 室町

102 木造 狛犬 彫刻 若狭町 石按神社 昭61. 8. 6 鳥羽 大鳥羽 南北朝

103 木造 観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 二十八社 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 南北朝

104 木造 地蔵菩薩立像 彫刻 若狭町 二十八社 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 南北朝

105 木造 十一面観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 二十八社 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 南北朝

106 木造 薬師如来立像 彫刻 若狭町 天満宮 昭61. 8. 6 鳥羽 無悪 室町後期

107 木造 狛犬 彫刻 若狭町 天満宮 昭61. 8. 6 鳥羽 無悪 南北朝

108 木造 役の行者尊像 彫刻 若狭町 大杉役の行者講 昭39. 4. 1 熊川 熊川 江戸

109 木造 阿弥陀如来立像 彫刻 若狭町 円成寺 昭61. 8. 6 熊川 河内 平安後期

110 木造 聖観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 円通堂 昭39. 4. 1 三宅 仮屋 平安後期

111 銅造 阿弥陀如来立像 彫刻 若狭町 天徳寺 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺 南北朝

112 銅造 観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 天徳寺 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺 南北朝
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113 銅造 勢至菩薩立像 彫刻 若狭町 天徳寺 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺 南北朝

114 木造 不動明王立像(岩坐) 彫刻 若狭町 天徳寺 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺 鎌倉

115 木造 阿弥陀如来立像 彫刻 若狭町 良念寺 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺 室町

116 木造 阿弥陀如来坐像 彫刻 若狭町 曹福寺 昭39. 4. 1 三宅 神谷 鎌倉

117 木造 観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 曹福寺 昭39. 4. 1 三宅 神谷 室町

118 木造 勢至菩薩立像 彫刻 若狭町 曹福寺 昭39. 4. 1 三宅 神谷 室町

119 木造 地蔵菩薩立像 彫刻 若狭町 正明寺 昭30. 12. 6 三宅 日笠 鎌倉

120 木造 十一面観世音菩薩立像 彫刻 若狭町 正明寺 昭30. 12. 6 三宅 日笠 平安後期

121 木造 薬師如来坐像 彫刻 若狭町 杉山薬師堂 昭36. 4. 1 野木 杉山 鎌倉

122 木造 阿弥陀如来立像 彫刻 若狭町 耕雲寺 昭39. 4. 1 野木 兼田 室町

123 銅板掛仏 工芸品 若狭町 石按神社 昭36. 4. 1 鳥羽 大鳥羽 室町

124 銅板掛仏 工芸品 若狭町 無悪区 昭39. 4. 1 鳥羽 無悪 室町

125 高台寺蒔絵・薫物箱 工芸品 若狭町 円通堂 昭63. 3. 1 三宅 仮屋 室町

126 棟札 書跡 若狭町 二十八社 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪 平安

127 蓮如上人十字の御名号 書跡 若狭町 明応寺 昭40. 2. 15 鳥羽 山内 室町

128 蓮如上人六字の御名号 書跡 若狭町 明応寺 昭40. 2. 15 鳥羽 山内 室町

129 後水尾帝宸筆 書跡 若狭町 得法寺 昭36. 4. 1 熊川 熊川 室町

130 蓮如上人舟路の御名号 書跡 若狭町 得法寺 昭36. 4. 1 熊川 熊川 室町

131 山  絵  図 古文書 若狭町 熊川区 昭53. 6. 14 熊川 熊川 江戸

132 河原家文書 古文書 若狭町 個人 昭39. 4. 1 野木 兼田 江戸

133 北寺遺跡出土品一括 考古資料 若狭町 若狭町 平11. 1. 12 三方 向笠 縄文

134 ユリ遺跡出土品一括 考古資料 若狭町 若狭町 平11. 1. 12 三方 鳥浜 縄文時代

135 田　舟(三生野遺跡出土) 考古資料 若狭町 若狭町 昭63. 3. 1 鳥羽 三生野 弥生後期

136 梯　子(三生野遺跡出土) 考古資料 若狭町 若狭町 昭63. 3. 1 鳥羽 三生野 弥生後期

137 大谷古墳出土品一括 考古資料 若狭町 若狭町 昭63. 3. 1 瓜生 下タ中・山内 古墳後期

138 柱　根(玉置遺跡出土) 考古資料 若狭町 若狭町 昭63. 3. 1 野木 玉置 平安

139 熊川葛関係資料 歴史資料 若狭町 若狭町 平31.3.28 熊川 熊川 江戸～

140 分銅石 歴史資料 若狭町 若狭町 昭39. 4. 1 熊川 熊川 江戸

141 熊川葛の制作用具 有形民俗文化財 若狭町 個人／若狭町 平31.3.28 熊川 熊川

142 能登神社の例祭神事 無形民俗文化財 若狭町 ○ 能登神社 平31.3.28 三十三 能登野・横渡

143 六斎念仏(井崎) 無形民俗文化財 若狭町 井崎区 平16. 12. 16 三十三 井崎

144 六斎念仏(東黒田) 無形民俗文化財 若狭町 東黒田区 平16. 12. 16 三十三 東黒田

145 天神社の例祭神事 無形民俗文化財 若狭町 ○ 天神社 平31.3.28 三方 相田

146 豊年踊り 無形民俗文化財 若狭町 伊良積豊年踊り保存会 昭42. 3. 1 西田 伊良積

147 神子の正月神事 無形民俗文化財 若狭町 神子区 平23.  4. 20 西田 神子

148 日枝神社の例祭神事 無形民俗文化財 若狭町 ○ 日枝神社 平31.3.28 鳥羽 麻生野

149 天満宮の例祭神事 無形民俗文化財 若狭町 ○ 天満宮 平31.3.28 鳥羽 海士坂

150 王の舞 無形民俗文化財 若狭町 ○ 小原・南区 昭39. 4. 1 鳥羽 小原・南

151 綱打ち神事 無形民俗文化財 若狭町 有田区 昭39. 4. 1 瓜生 有田

152 三宅の庄 廻り地蔵 無形民俗文化財 若狭町 昭53. 10. 6 三宅 三宅、仮屋、市場 江戸

153 祇園祭り 無形民俗文化財 若狭町 ○ 日笠区 昭30. 12. 6 三宅 日笠

154 ねばりひき唄 無形民俗文化財 若狭町 昭30. 12. 6 鳥羽・瓜生

155 田の神祭り・子供神輿 無形民俗文化財 若狭町 町内15集落 昭63. 3. 1 町内

156 玉置の庄 廻り地蔵 無形民俗文化財 若狭町 昭53. 10. 6 三宅・野木  日笠、神谷、天徳寺、井ノ口、玉置、武生、兼田 江戸

157 戸祝い・キツネガリ 無形民俗文化財 若狭町 町内15集落 平28. 3. 4 町内

158 藤井岡古墳 史跡 若狭町 個人 平31.3.28 三方 藤井 古墳中期

159 城山古墳 史跡 若狭町 大鳥羽区 昭39. 4. 1 鳥羽 大鳥羽 古墳中期

160 大谷古墳 史跡 若狭町 個人 昭63. 3. 1 瓜生 下タ中・山内 古墳後期

161 御蔵屋敷跡 史跡 若狭町 松木神社奉賛会 昭39. 4. 1 熊川 熊川 江戸

162 丸山塚古墳 史跡 若狭町 天徳寺区 昭30. 12. 6 三宅 天徳寺 古墳後期

163 松木長操処刑の地 史跡 若狭町 日笠区 昭30. 12. 6 三宅 日笠 江戸

164 香川家庭園 名勝 若狭町 個人 昭39. 4. 1 鳥羽 麻生野

165 福乗寺庭園 名勝 若狭町 福乗寺 昭39. 4. 1 瓜生 関

166 松木家庭園 名勝 若狭町 個人 昭30. 12. 6 熊川 新道

167 水の森(瓜割の滝) 名勝 若狭町 ○ 天徳寺区 昭30. 12. 6 三宅 天徳寺

168 天徳寺庭園 名勝 若狭町 天徳寺（寺） 昭39. 4. 1 三宅 天徳寺
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No 名称 文化財種別 指定選定者 日本遺産 管理者 指定等年月日 地区 集落 時代

169 権現の滝 名勝 若狭町 個人 昭30. 12. 6 三宅 神谷

170 闇見神社のハリギリ 天然記念物 若狭町 闇見神社 平4. 10. 12 三十三 成願寺

171 闇見神社のサカキ 天然記念物 若狭町 闇見神社 平4. 10. 12 三十三 成願寺

172 大倉見城跡のカゴノキ樹林(数…20) 天然記念物 若狭町 東黒田区 平4. 10. 12 三十三 東黒田

173 八幡神社のカゴノキ 天然記念物 若狭町 八幡神社 平4. 10. 12 三十三 東黒田

174 宝徳寺のイヌマキ 天然記念物 若狭町 気山区（切追） 平4. 10. 12 三方 気山（切追）

175 宇波西神社の大スギ 天然記念物 若狭町 宇波西神社 平4. 10. 12 三方 気山（寺谷）

176 須磨家墓所のサカキ 天然記念物 若狭町 個人 平4. 10. 12 三方 気山（寺谷）

177 姫宮御前のタブノキ 天然記念物 若狭町 姫宮御前講 平4. 10. 12 西田 田井野

178 クサマキ（安楽寺） 天然記念物 若狭町 安楽寺 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪

179 ボダイジュ（安楽寺） 天然記念物 若狭町 安楽寺 昭36. 4. 1 鳥羽 無悪

180 キャラボクの木 天然記念物 若狭町 個人 昭52. 10. 21 鳥羽 小原

181 イチョウ（仏像彫込） 天然記念物 若狭町 諦応寺 昭36. 4. 1 瓜生 安賀里

182 ギンモクセイ（諦応寺） 天然記念物 若狭町 諦応寺 昭46. 12. 1 瓜生 安賀里

183 楊貴妃サクラ 天然記念物 若狭町 福乗寺 昭36. 4. 1 瓜生 関

184 ヒイラギ 天然記念物 若狭町 個人 昭46. 4. 1 熊川 新道

185 信主神社タブの木 天然記念物 若狭町 信主神社 昭46. 7. 20 三宅 三宅

186 シイ 天然記念物 若狭町 個人 平10. 9. 25 三宅 井ノ口

187 ハリギリ（椙杜神社） 天然記念物 若狭町 椙杜神社 昭46. 4. 1 野木 杉山

188 トガの木 天然記念物 若狭町 椙杜神社 昭46. 12. 1 野木 杉山

189 上中の六斎念仏 無形民俗文化財 国選択 ○ 三宅・瓜生六斎念仏保存会 昭47. 8. 5 三宅、瓜生 三宅、瓜生

190 若狭能倉座の神事能 無形民俗文化財 国選択 ○ 若狭能倉座 平29 .3. 2 三十三 能登野

191 宇波西神社の神事芸能 無形民俗文化財 国選択 宇波西神社神事保存会 昭51. 12. 25 三方 気山（寺谷）

192 福井の戸祝い・キツネガリ 無形民俗文化財 国選択 町内 平31 .3. 28

193 鳥浜酒造店舗兼醸造所 建造物 国登録 鳥浜酒造株式会社 平23.10.28 三方 鳥浜 昭和

194 鳥浜酒造煙突 建造物 国登録 鳥浜酒造株式会社 平23.10.28 三方 鳥浜 大正

195 三宅区火の見やぐら 建造物 国登録 ○ 三宅区 平10. 9. 2 三宅 三宅 江戸末期

196 三宅区火の見やぐら倉庫 建造物 国登録 ○ 三宅区 平10. 9. 2 三宅 三宅 昭和初期



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．文化財に関する既存調査・研究一覧表 
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種別 調査主体 調査対象 調査年度 書籍名 著者名 発行者名 発行年 備考

1 総合調査 瓜生村
瓜生村域文化財

全般

明治39年（1906

年）
瓜生村誌梗概

瓜生小学校校長

東野俊雄

明治39年

（1906年）
村誌

2 総合調査 福井県
福井県域文化財
全般

明治42年（1909
年）

若越小誌 福井県 福井県
明治42年（1909
年）

県史

3 総合調査 十村
十村域文化財全

般

明治42年（1909

年）
福井県三方郡十村村是 十村役場 十村役場

明治42年（1909

年）
村是

4 総合調査 八村
八村域文化財全
般

明治43年（1910
年）

福井県三方郡八村是 八村役場 八村役場
明治43年（1910
年）

村是

5 総合調査 鳥羽村
鳥羽村域文化財

全般

明治43年（1910

年）
福井県遠敷郡鳥羽村是 鳥羽村役場 鳥羽村役場

明治43年（1910

年）
村是

6 総合調査 三方郡
三方郡域文化財

全般

明治44年（1911

年）
三方郡史

三方郡史編纂委

員会

福井県三方郡教

育会

明治44年（1911

年）
郡史

7 総合調査 西田村
西田域文化財全

般

大正3年（1914

年）
三方郡西田村是

西田村誌編纂委

員会
西田村役場

大正3年（1914

年）
村是

8 総合調査 三方郡
三方郡域文化財

全般

大正5年（1916

年）
三方郡是 三方郡 福井県三方郡

大正5年（1916

年）
郡史

9 総合調査 熊川村 熊川村の産業
大正5年（1916

年）
熊川村之産業 熊川村役場 熊川村役場

大正5年（1916

年）
産業調査誌

10 総合調査 鳥羽村
鳥羽村域文化財

全般

大正6年（1917

年）
鳥羽村誌 鳥羽村役場 鳥羽村役場

大正6年（1917

年）
村誌

11 総合調査 三宅村
三宅村域文化財

全般

大正8年（1919

年）
三宅村誌 三宅村役場 三宅村役場

大正8年（1919

年）
村誌

12 総合調査 福井県
福井県域文化財

全般

大 正 9 ～ 11 年
（ 1920 ～ 1922

年）

福井県史 第一冊～第

四冊（第一編藩政以前

／第二編藩政時代／第
三編県治時代／附図）

福井県 福井県
大 正 9 ～ 11 年
（ 1920 ～ 1922

年）

県史

13 総合調査 遠敷郡
遠敷郡域文化財

全般

大正11年（1922

年）
若狭遠敷郡史 遠敷郡教育会

帝国地方行政学

会

大正11年（1922

年）
郡史

14 総合調査 野木村
野木村域文化財
全般

大正11年（1922
年）

野木村誌 野木村教育会 野木村教育会
大正11年（1922
年）

村誌

15 総合調査 八村
八村域文化財全

般

昭和5年（1930

年）
福井県三方郡八村是 八村役場 八村役場

昭和5年（1930

年）
村是

16 総合調査 西田村
西田域文化財全
般

昭和30年（1955
年）

福井県三方郡西田村誌
西田村誌編纂委
員会

西田村誌編纂委
員会

昭和30年（1955
年）

村誌

17 総合調査 福井県
福井県域文化財

全般

昭 和 31/32 年

（1956/57年）

大正昭和福井県史 上

巻／下巻
福井県 福井県

昭 和 31/32 年

（ 1956/1957

年）

県史

18 総合調査 旧上中町
旧上中町域文化

財全般

昭和 38 ～ 39 年

（1963～64年）
上中町郷土史

上中町文化財保

護委員会

上中町住民セン

ター

昭和39年（1964

年）
町史

19 総合調査 個人
向笠区文化財全

般

昭和46年（1971

年）
向笠沿革史 中西竹次 中西竹次

昭和46年（1971

年）
集落史

20 総合調査 個人
白屋区域文化財
全般

昭和47年（1972
年）

郷土誌「白屋区」 木下貞一 木下貞一
昭和47年（1972
年）

集落史

21 総合調査 旧三方町

成出／田井野／

河内／田立／別

庄／世久津／伊
良積区域文化財

全般

昭和48年（1973
年）

郷土誌 「成出.田井

野．河内．田立．別
庄．世久津．伊良積

区」

三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

昭和48年（1973
年）

郷土誌

22 総合調査 旧三方町

向笠／鳥浜／三

方／気山区域文
化財全般

昭和48年（1973
年）

郷土誌 「向笠.鳥浜.
三方.気山区」

三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

昭和48年（1973
年）

郷土誌

23 総合調査 旧三方町

上野／能登野／

横渡／井崎／岩

屋／田上／黒田

区域文化財全般

昭和48年（1973

年）

郷土誌 「上野.能登

野.横渡.井崎.岩屋.田

上.黒田区」

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和48年（1973

年）
郷土誌

24 総合調査 旧三方町

相田／藤井／南

前川／北前川／

佐古／田名区域

文化財全般

昭和48年（1973

年）

郷土誌 「相田.藤井.

南前川.北前川.佐古.

田名区」

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和48年（1973

年）
郷土誌

25 総合調査 旧三方町

北庄／海山／食

見／世久見／塩

坂越／遊子／小

川／神子／常神
区域文化財全般

昭和48年（1973

年）

郷土誌 「北庄.海山.

食見.世久見.塩坂越.

遊子.小川.神子.常神
区」

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和48年（1973

年）
郷土誌

26 総合調査 旧三方町

白屋／倉見／成

願寺区域文化財

全般

昭和48年（1973

年）

郷土誌 「白屋.倉見.

成願寺区」

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和48年（1973

年）
郷土誌

27 総合調査 旧上中町
熊川村域文化財
全般

昭和48年（1973
年）

熊川村誌
旧上中町教育委
員会

旧上中町教育委
員会

昭和48年（1973
年）

村誌

28 総合調査 鳥浜区
鳥浜区文化財全

般

昭和53年（1978

年）
我が郷土鳥浜

鳥浜郷土誌編集

委員会
鳥浜区

昭和53年（1978

年）
集落史

29 総合調査 熊川公民館
熊川区文化財全
般

昭和54年（1979
年）

くまがわ
上中文書の里推
進協議会

熊川公民館
昭和54年（1979
年）

文化財掲載誌

30 総合調査 福井県
福井県域文化財

全般

昭和57～平成5

年（1982～1993

年）

福井県史 資料編1～

17
福井県 福井県

昭和57～平成5

年（1982～1993

年）

県史
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31 総合調査 個人
田井野区文化財

全般

昭和61年（1986

年）
風土記 田井野の里 玉井常光 山本和男

昭和61年（1986

年）
集落史

32 総合調査 三田区
三田区文化財全
般

昭和61年（1986
年）

三田集落誌　鈴嶽の里 三田区 三田区
昭和61年（1986
年）

集落史

33 総合調査 個人
佐古区文化財全

般

昭和62年（1987

年）
佐古の歴史 今井嘉四郎 今井嘉四郎

昭和62年（1987

年）
集落史

34 総合調査 旧上中町
旧上中町域文化

財全般

昭和62年（1987

年）
若狭かみなかの文化財

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和62年（1987

年）
文化財掲載誌

35 総合調査 旧三方町
旧三方町域文化

財全般

平成2年（1990

年）
三方町史 三方町 三方町

平成2年（1990

年）
町史

36 総合調査 福井県
福井県域文化財
全般

平 成 5 ～ 8 年

（ 1993 ～ 1996
年）

福井県史　通史編1～6 福井県 福井県

平 成 5 ～ 8 年

（ 1993 ～ 1996
年）

県史

37 総合調査 安賀里区
安賀里区域文化

財全般

平成6年（1994

年）
若狭安賀里史

若狭安賀里史編

纂委員会
上中町安賀里区

平成6年（1994

年）
集落史

38 総合調査 個人
岩屋区域文化財

全般

平成6年（1994

年）
岩屋の里　今昔 沢安志 沢安志

平成6年（1994

年）
集落史

39 総合調査 福井県
福井県域文化財

全般

平成10年（1998

年）

福井県史 年表／索

引・県史編さん記録／

図説福井県史

福井県 福井県
平成10年（1998

年）
県史

40 総合調査 個人
無悪区域文化財
全般

平成12年（2000
年）

野相公の里 無悪集落
史

高橋利男 高橋利夫
平成12年（2000
年）

集落史

41 総合調査 旧三方町
旧三方町域文化

財全般

平成13年（2001

年）

若狭みかたの文化財

（改訂版）

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

平成13年（2001

年）
文化財掲載誌

42 総合調査 瓜生地区
瓜生地区域文化

財全般

平成13年（2001

年）
村誌編集資料綴 第1部

瓜生村誌編集委

員会

瓜生村誌編集委

員会

平成13年（2001

年）
村誌

43 総合調査 瓜生地区
瓜生地区域文化

財全般

平成13年（2001

年）
村誌編集資料綴 第2部

瓜生村誌編集委

員会

瓜生村誌編集委

員会

平成13年（2001

年）
村誌

44 総合調査 横渡区
横渡区域文化財

全般

平成13年（2001

年）
郷土誌 横渡区 横渡区

平成13年（2001

年）
集落史

45 総合調査 三宅区
三宅区域文化財

全般

平成15年（2003

年）
三宅の里

三宅の里編集委

員会
三宅区

平成15年（2003

年）
集落史

46 総合調査 個人
上野区域文化財

全般

平成17年（2005

年）

若狭ノ國三方郡上野村

の歴史
寺井勝治 寺井勝治

平成17年（2005

年）
集落史

47 総合調査 個人
海士坂区域文化

財全般

平成18年（2006

年）

海士坂－集落名・耕地

名の由来とくらしを探

る－

内藤増之 内藤増之
平成18年（2006

年）
集落史

48 総合調査 若狭町
若狭町域文化財

全般

平成19年（2007

年）
若狭町の文化財

若狭町教育委員

会

若狭町教育委員

会

平成19年（2007

年）
文化財掲載誌

49 総合調査 下タ中区
下タ中区域文化

財全般

平成21年（2010

年）
下タ中区史

下タ中区史編集

委員会
若狭町下タ中区

平成21年（2009

年）
集落史

50 総合調査 大鳥羽区
大鳥羽区域文化
財全般

平成 17 ～ 22 年

（ 2005 ～ 2010
年）

大鳥羽史
大鳥羽史編纂委
員会

大鳥羽区
平成22年（2010
年）

集落史

51 総合調査 下吉田区
下吉田区域文化

財全般

平成23年（2011

年）
下吉田集落集落誌

下吉田集落誌編

纂委員会

下吉田集落誌編

纂委員会

平成24年（2012

年）
集落史

52 総合調査 梅ヶ原区
梅ヶ原区域文化

財全般

平成25年（2013

年）
河内風土記 梅ヶ原区 梅ヶ原区

平成25年（2013

年）
集落史

53 総合調査 福井県
河内区域文化財

全般

令和元年（2019

年）

河内川ダム完成 河内

集落記念誌　明神

河内集落記念誌

編集委員会
福井県

令和元年（2019

年）
集落史

54 総合計画
小浜市・旧上中

町
鯖街道関連文化
財全般

平成9年（1997
年）

若狭小浜上中歴史街道

小浜市教育委員

会、上中町教育
委員会

小浜市教育委員

会、上中町教育
委員会

平成9年（1997
年）

文化財を活かし

たモデル地域づ
くり推進計画

55 総合計画 若狭町
若狭町域文化財

全般

平 成 19/20 年

（ 2007/2008

年）

若狭町環境・芸術・文

化振興ビジョン
若狭町 若狭町

平成20年（2008

年）

環境・芸術・文

化振興計画集

56 総合計画 若狭町
若狭町域文化財

全般

平 成 17/18 年
（ 2005/2006

年）

輝きと優しさに出会え
るまち 若狭町総合計

画

若狭町 若狭町
平成19年（2007

年）
総合計画

57 総合計画 若狭町
若狭町域文化財
全般

平成22年（2010
年）

若狭町まちづくりプラ

ン－若狭町総合計画後
期計画－

若狭町 若狭町
平成23年（2011
年）

総合計画

58 総合計画
福井県／小浜市

／若狭町

若狭町域・小浜

市域文化財全般

平成20～22 年

（ 2008 ～ 2010

年）

文化財総合的把握モデ

ル事業 小浜市・若狭

町歴史文化基本構想／

小浜市・若狭町歴史文
化保存活用計画

小浜市・若狭町 小浜市・若狭町
平成23年（2011

年）

基本構想・保存

活用計画

59 総合計画 福井県
福井県域文化財

全般

令 和 元 年

（2019年）

福井県文化財保存活用

大綱

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

令和2年（2020

年）
保存活用大綱
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60 史跡 個人

越前・若狭地方

の史跡

うち若狭町域：
鰣川流域及田井

附近の古墳（能

登野、南前川、

田井附近、食見
の古墳）／西塚

及附 近の 古 墳

（西塚古墳、糠

塚古墳、上ノ塚

古墳 、中 塚 古
墳）／鳥羽村の

古墳 （大 谷 古

墳、 三生 野 古

墳、 黒田 の 古
墳、）／天德寺

及附 近の 古 墳

（丸山塚古墳、

十善の森古墳、
上高野古墳、狐

塚古墳）／船塚

古墳（上船塚古

墳、 下船 塚 古

墳）

大正9年（1920

年）

福井県史蹟勝地調査報
告第1冊 (若狭及び越

前に於ける古代遺跡)

上田三平編 福井県内務部
大正9年（1920

年）
史跡調査報告書

61 史跡 小浜市

若狭の中世城館

うち若狭町域：

鳥浜城／南前川

城／大倉見城／
鈴ヶ嶽城／岩屋

堡／麻生野堡／

霧ヶ嶺城／堂山

城／山内城／安
賀里城／膳部山

城／熊川城／赤

松城／箱ヶ岳城

／持田城／向山
砦／吉田堡

昭和 50 ～ 53 年

（1975～78年）
若狭の中世城館

小浜市教育委員

会文化課

小浜市教育委員

会

昭和54年（1979

年）

中世城館調査報

告書

62 史跡 福井県 中・近世城館跡

昭 和 53/54 年

（ 1978/1979

年）

福井県の中・近世城館

跡

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和62年（1987

年）

中・近世城館跡

調査報告書

63 史跡 個人

若狭地方の戦国
時代の歴史と山

城

うち若狭町域：

南北朝期の城館
と三方城／大倉

見城／井崎山城

／井崎山城砦群

／気山城／堂谷
山城／鳥浜城／

あま らび （ 赤

尾）城／田名城

／南前川城／岩

屋城／梅谷城／
鈴ヶ嶽城／能登

野城／白屋北山

城／瓜生山城／

竹長城／野木山
砦／赤松城／神

谷城／堂山城／

堤城／箱ヶ岳城

／向山・吉田城
砦群／高畑山城

／麻生野城／膳

部山城／登り嶽

城／安賀里城／

山内城／熊川城

昭和 50 ～ 53 年

（ 1975 ～ 1978
年）

戦国の若狭－人と城－ 大森宏 大森睦子
平成7年（1995
年）

中世城館研究書

64 史跡 福井県

上ノ塚古墳／中

塚古墳／西塚古

墳／十善の森古

墳／丸山塚古墳
／上船塚古墳／

下船塚古墳／白

鬚神社古墳／城

山古墳

平 成 3 ～ 8 年
（ 1991 ～ 1996

年）

若狭地方主要前方後円
墳総合調査報告書

福井県教育委員
会

福井県教育委員
会

平成9年（1997
年）

発掘調査報告書
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65 名勝
旧三方町／美浜

町
三方五湖

昭 和 61/62 年

（ 1986/1987

年）

名勝三方五湖保存管理

計画策定報告書

三方町教育委員

会、美浜町教育

委員会

三方町教育委員

会、美浜町教育

委員会

昭和63年（1988

年）
保存管理計画書

66 天然記念物 福井県

雲谷山のブナ林

／宇波西神社の

スダジイ林／御

神島のスダジイ

林／常神半島の
スダジイ林・タ

ブ林／常神半島

のタブノキ林／

神子神社のタブ
ノキ林／烏辺島

のスダジイ林／

雲谷山のブナ－

アシウスギ群落
／宇波西神社の

スダジイ－サカ

キ－ウラジロ群

落／御神島のス

ダジイ－モチノ
キ－テイカカズ

ラ群落／常神半

島突端のスダジ

イ－ヤブツバキ
－テイカカズラ

群落

昭和57年（1982

年）

第2回自然環境保全基

礎調査 特定植物群落
調査報告書

福井県 福井県
昭和57年（1982

年）

特定植物群落調

査報告書

67 天然記念物 旧三方町 御神島の鳥類
昭和57年（1982

年）
御神島鳥類調査報告 久保上宗次郎 久保上宗次郎

昭和57年（1982

年）
鳥類調査報告

68 天然記念物 旧三方町
雲谷山のブナ林

帯

昭和60年（1985

年）

雲谷山のブナ林帯の群

落組成　保全と利用

香室昭円、福永

吉孝

三方町教育委員

会

昭和63年（1988

年）

ブナ林帯調査報

告

69 天然記念物

福井県／国際日

本文化研究セン

ター／ニュー
カッスル大学／

東京大学／立命

館大学等

水月湖年縞

平 成

3/5/18/24/26 年
（ 1991/1993/20

06/2012/2014

年）

福井県年縞博物館解説
書

福井県年縞博物
館

福井県年縞博物
館

令和2年（2020
年）

展示図録

70
有形文化財／民

俗

個人／若狭考古

学研究会

製塩道具／民俗

／木簡／文献史

料

昭和14年（1939

年）

若狭における製塩業
（再版） 付篇 若狭

関係木簡・中世製塩史

料

若狭考古学研究

会

若狭考古学研究

会

昭和52年（1977

年）

文献・民俗・有

形文化財調査報

告書

71
有形文化財／建

造物
旧上中町

中世城館／石造

建物

昭和53年（1978

年）

わかさ上中町 中世城

館と石造建物

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和54年（1979

年）

中世城館・石造

建物調査報告書

72
有形文化財／埋

蔵文化財／民俗
若狭町

ウナギに係る有

形文化財／埋蔵

文化財／民俗

平成23年（2011

年）

三方五湖と周辺の生物

多様性② ニョロっと

回遊3000カイリ－三方

五湖のウナギ展－

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成24年（2012

年）
展示図録

73 有形文化財
福井県／福井県

郷土誌懇談会

若狭湾沿岸集落

の漁業・漁村関

連古文書 ・記

録・絵図他
うち若狭町域：

気山／海山／鳥

浜／田井野／世

久津／世久見／

小川／神子／常
神／熊川

昭和 28 ～ 30 年

（ 1953 ～ 1955

年）

若狭漁村史料

福 井県 立 図書

館・福井県郷土

誌懇談会

福井県郷土誌懇

談会

昭和38年（1963

年）
古文書調査書

74 有形文化財 個人 熊川御用日記
昭和48年（1973

年）

「御用日記にみる江戸

時代中期の宿場町 熊

川」『若狭』4・5・6
号

亀井清 若狭史学会
昭和48年（1973

年）
古文書研究報告

75 有形文化財 民間

三方五湖周辺の

新田開発に係る

古文書

昭和60年（1985

年）

三方歴史ブックレット

① 三方五湖周辺の新

田開発

三方古文書を読

む会

三方古文書を読

む会・三方町立

図書館

昭和61年（1986

年）
古文書調査誌

76 有形文化財 福井県

美浜町・旧上中

町・小浜市・旧

大飯町・高浜町

の仏像

昭 和 61/62 年

（ 1986/1987

年）

若狭の秘仏
福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

昭和62年（1987

年）
展示図録

77 有形文化財 民間

久々子湖と気山
川・浦見川に係

る古文書

うち若狭町域の

古文書：
宇波西神社文書

／熊谷又兵衛家

文書／気山区有

文書

昭和61年（1986
年）

三方歴史ブックレット

② 三方五湖の漁業
（上）－久々子湖と気

山川・浦見川－

三方古文書を読
む会

三方古文書を読

む会・三方町立
図書館

昭和62年（1987
年）

古文書調査誌
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78 有形文化財 福井県

美浜町・旧三方

町・旧上中町・

小浜市・高浜町
の船に係る有形

文化財

平 成 元 /2 年

（ 1989/1990
年）

ふねと信仰
福井県立若狭歴
史民俗資料館

福井県立若狭歴
史民俗資料館

平成2年（1990
年）

展示図録

79 有形文化財 旧三方町

旧三方町域の絵

馬／奉納彫刻／

扁額／仏像／発
句額／その他

平成元年（1989

年）

よみがえる郷土の絵馬

と発句額展

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成元年（1989

年）
展示図録

80 有形文化財 民間

三方 湖・ 水 月

湖・鰣川に係る

古文書：
吉田吉兵衛家文

書／武長宗兵衛

家文書／宇野徳

助家文書／千田
九郎助家文書

平成元年（1989

年）

三方歴史ブックレット
③ 三方五湖の漁業

（中）－三方・水月両

湖と鰣川－

三方古文書を読

む会

三方古文書を読

む会・三方町立

図書館

平成2年（1990

年）
古文書調査誌

81 有形文化財 福井県

旧三方町・旧上

中町・小浜市域

の中世史資料

平 成 3/4 年

（ 1991/1992

年）

中世若狭を駆ける－若

狭武田氏とその文化－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成4年（1992

年）
展示図録

82 有形文化財 民間

日向湖・嵯峨隧
道・堀切に係る

古文書

うち若狭町域の

古文書：
慈眼寺文書／熊

谷平兵衛家文書

／千田九良助家

文書／辻安太郎
家文書／宇野仁

左衛門家文書／

中西友右衛門家

文書／気山区有

文書

平成4年（1992

年）

三方歴史ブックレット

④ 三方五湖の漁業

（下）－日向湖と嵯峨

隧道、堀切－

三方古文書を読

む会

三方古文書を読

む会・三方町立

図書館

平成5年（1993

年）
古文書調査誌

83 有形文化財 個人

全国の青銅器

うち若狭町域：

向笠蛇ノ浦出土

銅鐸／向山出土
銅鐸／伝若狭野

木出土銅鐸

平成7年（1995

年）

日本出土青銅器の研究

－剣・矛・鏡・銅鐸－
三木文雄 第一書房

平成7年（1995

年）
青銅器研究書

84 有形文化財 福井県

美浜町・旧上中

町・小浜市域の

戦国史資料

平 成 8/9 年

（ 1996/1997

年）

戦国の女性たち
福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成9年（1997

年）
展示図録

85 有形文化財 福井県

敦賀市～高浜町

域の有形文化財

全般

平 成 14/15 年

（ 2002/2003

年）

若狭路千年－水と炎と

千年の名宝－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成15年（2003

年）
展示図録

86 有形文化財 福井県
福井県域の古文

書

平成 10 ～ 16 年
（ 1998 ～ 2004

年）

福井県文書館資料目録
第1集 古文書1 資料

群

福井県文書館 福井県文書館
平成16年（2004

年）
資料目録

87 有形文化財 福井県
福井県域の公文
書

平成17年（2005
年）

福井県文書館資料目録

公文書1 明治32年～
昭和35年

福井県文書館 福井県文書館
平成17年（2005
年）

資料目録

88 有形文化財 福井県
敦賀市～高浜町

域の中世史資料

平 成 16/17 年

（ 2004/2005

年）

若狭湾と中世の海の道

－若狭湾の浦々と日本

海流通－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成17年（2005

年）
展示図録

89 有形文化財 福井県

敦賀 市・ 美 浜
町・若狭町・小

浜市域の獅子頭

関連資料

平 成 19/20 年

（ 2007/2008

年）

獅子頭
福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成20年（2008

年）
展示図録

90 有形文化財 福井県

敦賀 市・ 美 浜
町・若狭町・小

浜市・高浜町域

の中近世文化財

平 成 20/21 年

（ 2008/2009

年）

若狭小浜藩
福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成21年（2009

年）
展示図録

91 有形文化財 福井県

敦賀 市・ 美 浜

町・若狭町・小
浜市・高浜町域

の古代中近世文

化財

平 成 26/27 年
（ 2014/2015

年）

若狭武田氏の誇り
福井県立若狭歴

史博物館

福井県立若狭歴

史博物館

平成27年（2015

年）
展示図録
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92 有形文化財 福井県

美浜 町・ 若 狭

町・小浜市・お

おい町・高浜町
域の中世仏像

うち若狭町域：

阿弥陀如来立像

（慈眼寺）

聖観音菩薩立像
（成願寺大坊）

地蔵 菩薩 立 像

（正明寺）

平 成 28/29 年

（ 2016/2017

年）

知られざるみほとけ

中世若狭の仏像

福井県立若狭歴

史博物館

福井県立若狭歴

史博物館

平成29年（2017

年）
展示図録

93 有形文化財 福井県
敦賀市～高浜町
域の有形文化財

全般

平成30/令和元
年 （ 2018/2019

年）

海と山の美しもの－食

がつなぐ若狭と都－

福井県立若狭歴

史博物館

福井県立若狭歴

史博物館

令和元年（2019

年）
展示図録

94 有形文化財
大音家文書調査

委員会／福井県
大音家文書

平成 27 ～ 30 年

（ 2015 ～ 2018

年）

大音家文書目録
福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

令和元年（2019

年）

古文書調査報告

書

95 有形文化財
武蔵野美術大学

／福井県

三方石観世音の

手足形等

平成22/27 ～30

年 （ 2010/2015

～2018年）

くらしの造形 手のか

たち　手のちから
武蔵野美術大学

武蔵野美術大学

出版局

令和元年（2019

年）
展示図録

96 有形文化財
武蔵野美術大学

／福井県
三方石観世音の
手足形等

平成22/27 ～30

年 （ 2010/2015
～2018年）

三方石観世音の手足形
等奉納品調査報告書

福井県教育委員
会

福井県教育委員
会

令和2年（2020
年）

有形文化財調査
報告書

97 建造物 福井県
福井県域の民家

全般

昭和43年（1968

年）
福井県の民家

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和50年（1970

年）

民家緊急調査報

告書

98 建造物 福井県
福井県域の近世
社寺建築全般

昭和 52 ～ 56 年
（1977～81年）

近世社寺建築緊急調査
報告書

福井県教育委員
会

福井県教育委員
会

昭和56年（1981
年）

近世社寺建築緊
急調査報告書

99 建造物 旧上中町
三宅区火の見や

ぐら

平成9年（1997

年）

三宅区火の見やぐら調

査

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成9年（1997

年）

建造物調査報告

書

100 建造物 旧上中町
旧逸見勘兵衛家
住宅

平 成 7 ～ 9 年

（ 1995 ～ 1997
年）

旧逸見勘兵衛家住宅整
備事業報告書

上中町教育委員
会

上中町教育委員
会

平成11年（1999
年）

伝統的建造物調
査報告書

101 建造物 旧上中町
福井県域の建造

物等

平 成 9/10 年

（ 1997/1998

年）

福井県の近代化遺産
福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成11年（1999

年）

近代化遺産（建

造物等）総合調

査報告書

102 建造物 旧上中町 熊川番所
平成14年（2002

年）
若狭熊川番所調査

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成14年（2002

年）

建造物調査報告

書

103 建造物 旧上中町 熊川番所
平成14年（2002

年）

若狭熊川番所復原修理

工事報告書

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成15年（2003

年）

建造物修理工事

報告書

104 建造物 福井県
福井県域の歴史

的建造物

平成 15 ～ 17 年
（ 2003 ～ 2005

年）

福井県の歴史的建造物

調査

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成17年

（2005年）

歴史的建造物調

査報告書

105 建造物
若狭町／福井大

学

鳥浜酒造社屋及

び醸造所／煙突

平成 21 ～ 22 年

（2009～10年）
鳥浜酒造建造物調査 若狭町 若狭町

平成22年（2010

年）

建造物調査報告

書

106 建造物
若狭町／奈良文

化財研究所

倉見屋萩野家住

宅

平成22年（2010

年）

倉見屋萩野家住宅調査

報告書
若狭町 若狭町

平成23年（2011

年）

伝統的建造物調

査報告書

107 建造物 福井県
福井県域の近代

和風建築

平成24年（2012

年)

福井県の近代和風建築

福井県近代和風建築総

合調査報告書

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成24年（2012

年)

近代和風建築調

査報告書

108 伝統的建造物群
旧上中町／福井

大学
熊川宿

昭和56年（1981

年）

若狭街道の宿場熊川

福井県遠敷郡上中町熊

川伝統的建造物群調査

上中町 上中町
昭和57年（1982

年）

伝統的建造物群

調査報告書

109 伝統的建造物群
㈶観光資源保護

財団
熊川宿

昭和60年（1985
年）

さば街道熊川宿の町並
み

観光資源保護財
団／上中町

観光資源保護財
団／上中町

昭和61年（1986
年）

町並み調査報告
書

110 伝統的建造物群

熊川のまちをつ

くる会／若狭熊

川宿まちづくり

委員会／旧上中
町教育委員会／

旧上中町

熊川宿
平成6年（1994

年）

熊川まちづくりマス

タープラン

上中町教育委員

会他

上中町教育委員

会他

平成7年（1995

年）

まちづくり計画

報告書

111 伝統的建造物群 旧上中町 熊川宿
平成7年（1995

年）

鯖街道・熊川宿整備総

合計画
上中町 上中町

平成8年（1996

年）

伝統的建造物群

整備総合計画

112 伝統的建造物群

歴史国道若狭街
道（鯖街道）熊

川宿整備推進協

議会

熊川宿
平成8年（1996

年）

歴史国道若狭街道（鯖

街道）熊川宿整備計画

報告書

歴史国道若狭街
道（鯖街道）熊

川宿整備推進協

議会

歴史国道若狭街
道（鯖街道）熊

川宿整備推進協

議会

平成9年（1997

年）

伝統的建造物群
保存地区整備計

画 報 告

+L87:L103書

113 伝統的建造物群 旧上中町 熊川宿
平成10年（1998

年）

鯖街道熊川宿デザイン

ガイド

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成11年（1999

年）

伝統的建造物群
修理・修景事例

集

114 伝統的建造物群

若狭熊川宿まち

づくり特別委員

会

熊川宿
平成12年（2000

年～）

鯖街道熊川宿 : 町並

み通信第1号～継続中

若狭熊川宿まち

づくり特別委員

会

若狭熊川宿まち

づくり特別委員

編

平成12年（2000

年）～継続中

伝統的建造物群

保存地区ニュー

スレター

115 伝統的建造物群 旧上中町 熊川宿

平 成 8 ～ 12 年

（ 1996 ～ 2000

年）

若狭鯖街道熊川宿の町

並み保存

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成13年（2001

年）

伝統的建造物群

修理・修景実績

報告書
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116 伝統的建造物群 若狭町 熊川宿

平成 13 ～ 17 年

（ 2001 ～ 2005

年）

若狭鯖街道熊川宿の町

並み保存Ⅱ

若狭町教育委員

会

若狭町教育委員

会

平成18年（2006

年）

伝統的建造物群

修理・修景実績

報告書

117 伝統的建造物群 熊川区 熊川宿
平成18年（2006

年）

第2次熊川まちづくり

マスタープラン
熊川区 熊川区

平成19年（2007

年）

まちづくり計画

報告書

118 伝統的建造物群 若狭町 熊川宿
平成18年（2006

年）

鯖街道熊川宿デザイン

ガイド 建築付属建物

編

若狭町教育委員

会

若狭町教育委員

会

平成19年（2007

年）

伝統的建造物群

修理・修景事例

集

119 伝統的建造物群

若狭熊川宿まち

づくり特別委員

会

熊川宿
平成18年（2006

年）

住民と大学との協働に

よる鯖街道熊川宿活性

化モデル調査

若狭熊川宿まち

づくり特別委員

会

若狭熊川宿まち

づくり特別委員

会

平成19年（2007

年）

伝統的建造物群

保存地区活性化

モデル調査報告

書

120 伝統的建造物群
平成19年度熊川

小学校児童
熊川宿

平成19年（2007

年）

ぼくたち・わたしたち

の熊川調べ 熊川宿お

すすめスポット

平成19年度若狭

町立熊川小学校

児童

若狭町立熊川小

学校

平成19年（2007

年）

伝統的建造物群

保存地区調査報

告書

121 伝統的建造物群 若狭町 熊川宿
平成20年（2008

年）

若狭町熊川宿の防災ま

ちづくり計画報告書
若狭町文化財室 若狭町

平成21年（2009

年）

防災まちづくり

計画報告書

122 伝統的建造物群 若狭町 熊川宿

平成 18 ～ 22 年

（ 2006 ～ 2010

年）

若狭鯖街道熊川宿の町

並み保存Ⅲ（修理報告

書）

若狭町 若狭町
平成23年（2011

年）

伝統的建造物群

修理・修景実績

報告書

123 伝統的建造物群 立命館大学 熊川宿
平成23年（2011

年）

若狭熊川宿における空

き家活用に向けた調査

報告書

立命館大学政策
科学部高村学人

ゼ ミ ナ ー ル

（2011年度）

立命館大学政策

科学部

平成24年（2012

年）

伝統的建造物群

保存地区空き家

活用調査報告書

124 伝統的建造物群 立命館大学 熊川宿
平成24年（2012
年）

若狭熊川宿における空
き家活用に向けた調査

報告書（その２）

立命館大学政策

科学部高村学人
ゼ ミ ナ ー ル

（2012年度）

立命館大学政策
科学部

平成25年（2013
年）

伝統的建造物群
保存地区空き家

活用調査報告書

125 伝統的建造物群 若狭町 熊川宿

平成 23 ～ 27 年

（ 2011 ～ 2017
年）

若狭鯖街道熊川宿の町

並み保存Ⅳ（修理報告
書）

若狭町 若狭町
平成28年（2016
年）

伝統的建造物群

修理・修景実績
報告書

126 伝統的建造物群 熊川区 熊川宿
平成29年（2017

年）

第3次熊川まちづくり

マスタープラン
熊川区 熊川区

平成30年（2018

年）

まちづくり計画

報告書

127
埋蔵文化財／民

俗
若狭町

オオカミに係る

埋蔵文化財／民
俗

平成24年（2012
年）

三方五湖と周辺の生物

多様性③ オオカミと
人－自然からの護符－

若狭三方縄文博
物館

若狭三方縄文博
物館

平成24年（2012
年）

展示図録

128 埋蔵文化財 旧三方町

狐 塚 古墳 （ 倉

見）／大塚（丸

山塚）古墳／大

塚の東の古墳／
矢竹の北の古墳

／矢竹の古墳／

きよしの南古墳

／きよしの北古

墳／双子山下古
墳／双子山南古

墳／ダイジョウ

ゴウサン古墳／

權兵衛ノ古墳／
狐塚 古墳 （ 相

田）／上ノ山古

墳／藤井岡古墳

／ツガンノ古墳

／大納言古墳／

昭和37年（1962
年）

埋蔵文化財包蔵地調査
カード

三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

昭和37年（1962
年）

埋蔵文化財包蔵
地調査カード

文化財調査報告
書

（ガリ版刷り）

埋蔵文化財包蔵

地調査カード付

属

130 埋蔵文化財 旧上中町 嶌遺跡
昭和45年（1970

年）

若狭上中町嶌遺跡調査

報告

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和45年（1970

年）
発掘調査報告書

131 埋蔵文化財 福井県 十善の森古墳
昭和53年（1978

年）

Ⅴ十善の森古墳の測量

調査「重要遺跡緊急確

認調査報告（Ⅱ）」

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和54年（1979

年）
発掘調査報告書

132 埋蔵文化財 旧三方町
きよしの2号墳
／3号墳

昭和48年（1973
年）

若狭きよしの古墳群
三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

昭和50年（1975
年）

発掘調査報告書

133 埋蔵文化財

福井県／立教大

学／同志社大学

／若狭考古学研

究会

鳥浜貝塚

昭 和

37/38/47/50 年

（ 1962/1963/19

72/1975年）

鳥浜貝塚－縄文前期を

主とする低湿地遺跡の

調査１－

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和54年（1979

年）
発掘調査報告書

134 埋蔵文化財 福井県 鳥浜貝塚
昭和55年（1980

年）

鳥浜貝塚－縄文前期を

主とする低湿地遺跡の

調査２－

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和56年（1981

年）
発掘調査概報

129 埋蔵文化財
上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和38年（1963

年）
旧上中町

城山古墳／下山

古墳群／黒田古
墳／麻生野古墳

／海士坂古墳／

三生野古墳群／

西山古墳／頭古
墳／光里古墳／

昭和38年（1963

年）

上中町埋蔵文化財調査

報告書
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135 埋蔵文化財 旧上中町 玉置遺跡
昭和56年（1981

年）

わかさ上中町玉置遺跡

Ⅰ－第1次調査概報－

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和57年（1982

年）
発掘調査概報

136 埋蔵文化財 福井県 鳥浜貝塚
昭和57年（1982

年）

鳥浜貝塚－縄文前期を
主とする低湿地遺跡の

調査３－

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和58年（1983

年）
発掘調査概報

137 埋蔵文化財 旧上中町 玉置遺跡
昭和57年（1982

年）

玉置遺跡Ⅱ－第2次発

掘調査報告－

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和58年（1983

年）
発掘調査報告書

138 埋蔵文化財 福井県 鳥浜貝塚
昭和58年（1983

年）

鳥浜貝塚－縄文前期を

主とする低湿地遺跡の

調査４－

福井県教育委員
会、福井県立若

狭歴史民俗資料

館

福井県教育委員
会、福井県立若

狭歴史民俗資料

館

昭和59年（1984

年）
発掘調査概報

139 埋蔵文化財 旧三方町 藤井遺跡
昭和58年（1983
年）

藤井遺跡
三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

昭和59年（1984
年）

発掘調査報告書

140 埋蔵文化財 旧上中町 大鳥羽遺跡
昭和58年（1983

年）
大鳥羽遺跡Ⅰ

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和59年（1984

年）
発掘調査報告書

141 埋蔵文化財 福井県 鳥浜貝塚
昭和59年（1984
年）

鳥浜貝塚－縄文前期を
主とする低湿地遺跡の

調査５－

福井県教育委員

会、福井県立若
狭歴史民俗資料

館

福井県教育委員

会、福井県立若
狭歴史民俗資料

館

昭和60年（1985
年）

発掘調査概報

142 埋蔵文化財 旧三方町 田井野貝塚
昭和59年（1984

年）
田井野貝塚

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和60年（1985

年）
発掘調査報告書

143 埋蔵文化財 旧上中町 大鳥羽遺跡
昭和59年（1984
年）

大鳥羽遺跡Ⅱ
上中町教育委員
会

上中町教育委員
会

昭和60年（1985
年）

発掘調査報告書

144 埋蔵文化財 福井県
鳥浜貝塚1号・2

号丸木舟

昭 和 56/57 年

（1981/1982）
いま甦る丸木舟

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

昭和60年（1985

年）
展示図録

145 埋蔵文化財 旧三方町
旧三方町域の埋

蔵文化財

昭和60年（1985

年）

ふるさとのあけぼの展
－土からよみがえった

三方の古代－

三方町郷土資料

館

三方町郷土資料

館

昭和60年（1985

年）
展示図録

146 埋蔵文化財 旧三方町 南前川遺跡
昭和60年（1985

年）
南前川遺跡

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和61年（1986

年）
発掘調査報告書

147 埋蔵文化財 福井県
鳥浜貝塚／田井

野貝塚

昭 和 59/60 年
（ 1984/1985

年）

タッチ・ザ・ニホンカ
イ～日本海の縄文文化

をさぐる～

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

昭和61年（1986

年）
展示図録

148 埋蔵文化財 福井県 鳥浜貝塚
昭和60年（1985
年）

鳥浜貝塚－縄文前期を
主とする低湿地遺跡の

調査６－

福井県教育委員

会、福井県立若
狭歴史民俗資料

館

福井県教育委員

会、福井県立若
狭歴史民俗資料

館

昭和62年（1987
年）

発掘調査概報

149 埋蔵文化財 福井県 鳥浜貝塚

昭和 55 ～ 60 年

（ 1980 ～ 1985
年）

鳥浜貝塚－1980～1985

年度調査のまとめ～

福井県教育委員

会、福井県立若

狭歴史民俗資料
館

福井県教育委員

会、福井県立若

狭歴史民俗資料
館

昭 和 62 年

（1987）
発掘調査概報

150 埋蔵文化財 旧上中町 三生野遺跡
昭和61年（1986

年）
三生野遺跡

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和62年（1987

年）
発掘調査報告書

151 埋蔵文化財 旧三方町 田名遺跡
昭和61年（1986
年）

田名遺跡
三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

昭和63年（1988
年）

発掘調査報告書

152 埋蔵文化財 旧上中町
森ノ下遺跡／有

田坂遺跡

昭和62年（1987

年）

森ノ下遺跡・有田坂遺

跡

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

昭和63年（1988

年）
発掘調査報告書

153 埋蔵文化財 旧三方町 江跨遺跡
昭和62年（1987

年）
江跨遺跡

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

平成2年（1990

年）
発掘調査報告書

154 埋蔵文化財 旧三方町
旧三方町域の埋

蔵文化財

平 成 元 /2 年

（ 1989/1990

年）

古代ロマン 三方のあ

けぼの展－平成元、2

年度の遺跡発掘調査か

ら－

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成2年（1990

年）
展示図録

155 埋蔵文化財 福井県
美浜町～高浜町

域の古墳群

平 成 2/3 年

（ 1990/1991

年）

躍動する若狭の王者た

ち－前方後円墳の時代

－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成3年（1991

年）
展示図録

156 埋蔵文化財 旧三方町

角谷遺跡／仏浦

遺跡／江端遺跡
／牛屋遺跡

昭 和 62/63 年

（ 1987/1988
年）

角谷遺跡・仏浦遺跡・
江端遺跡・牛屋遺跡

三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

平成3年（1991
年）

発掘調査報告書

157 埋蔵文化財 福井県

向山Ｂ遺跡／奥

須上遺跡／上竹

ノ下遺跡／狐塚

北遺跡／狐塚遺
跡／神子谷遺跡

昭和63/ 平成元

年 （ 1988/1989

年）

若狭中核工業団地関係
遺跡発掘調査報告書

福井県教育委員
会

福井県教育委員
会

平成3年（1991
年）

発掘調査報告書

158 埋蔵文化財 旧上中町

日笠遺跡／松塚

古墳／下船塚古

墳／玉塚古墳

昭和63/ 平成元

年 （ 1988/1989

年）

日笠地区圃場整備事業

に伴う発掘調査報告

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成3年（1991

年）
発掘調査報告書

159 埋蔵文化財 旧三方町
旧三方町域の埋

蔵文化財

平 成 2/3 年

（ 1990/1991

年）

古三方湖周辺の縄文遺

跡展－ユリ遺跡2号丸

木舟出土状況再現－

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成3年（1991

年）
展示図録

160 埋蔵文化財 旧三方町
市港遺跡／北寺
遺跡

平 成 元 /2 年

（ 1989/1990
年）

市港遺跡・北寺遺跡
三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

平成4年（1992
年）

発掘調査報告書

161 埋蔵文化財 旧上中町 上高野古墳
平成3年（1991

年）
上高野古墳

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成4年（1992

年）
発掘調査報告書
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162 埋蔵文化財 旧上中町 向山1号墳

昭 和 62/63 年

（ 1987/1988

年）

向山1号墳
上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成4年（1992

年）
発掘調査概報

163 埋蔵文化財 個人

田上遺跡／愛宕

山砦／下田上遺

跡／高天原遺跡

／竪寺田遺跡／

八反田埋没林出
土地／甲輪島城

址／井崎西の坪

南側尾根1号2号

古墳／下の坪遺
跡／舎人遺跡／

大野遺跡／年清

水遺跡／湯波遺

跡／江端遺跡／

井崎丸山遺跡／
西の坪遺跡／大

将軍遺跡／山越

遺跡／札平遺跡

／梅寺遺跡／八

の坪遺跡／藤井
遺跡／南前川遺

跡／江跨遺跡／

田名遺跡／縄引

田遺跡／城縄手
遺跡／気山切追

山城址／虹岳島

城址／切田遺跡

／向黒遺跡／生

倉塚ハザカ遺跡
／湖嶽山寶應寺

址／田名古路谷

前遺跡／庄田地

区散布地／大将
軍遺跡／

昭和58～平成4

年（1983～1992

年）

三方町内南部の遺跡

奥村忠治探査新発見要

記

奥村忠治 奥村忠治
平成4年（1992

年）
遺跡踏査報告書

164 埋蔵文化財 個人

城縄手遺跡／郡

神遺跡／舘藪遺

跡／塚ハザカ遺

跡／田名遺跡／
市港遺跡／梅寺

遺跡／堂谷山城

平 成 元 ～ 4 年

（ 1989/1992
年）

三方郡衙遺跡調査記 奥村忠治 奥村忠治
平成5年（1993

年）
遺跡踏査報告書

165 埋蔵文化財 福井県

福井県域の縄文

／弥生／古墳／
奈良時代／平安

時代／中世／近

世の遺跡

平 成 2/3 年
（ 1990/1991

年）

福井県遺跡地図
福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成5年（1993

年）
遺跡地図

166 埋蔵文化財 旧三方町
白屋北山古墳群

／白屋北山城跡

平成5年（1993

年）

白屋北山古墳群・白屋

北山城跡

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

平成6年（1994

年）
発掘調査報告書

167 埋蔵文化財 旧三方町 舘藪遺跡
平成元年（1989

年）
舘藪遺跡

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

平成6年（1994

年）
発掘調査報告書

168 埋蔵文化財 個人 倉見窯跡
平成7年（1995

年）
倉見窯跡比定地の研究 奥村忠治 奥村忠治

平成7年（1995

年）
遺跡踏査報告書

169 埋蔵文化財 旧三方町 ユリ遺跡

平 成 2/3 年

（ 1990/1991

年）

ユリ遺跡
三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

平成8年（1996

年）
発掘調査報告書

170 埋蔵文化財 旧三方町
保谷墳墓群／矢
竹古墳群

平 成 6 ～ 8 年

（ 1994 ～ 1996
年）

保谷墳墓群・矢竹古墳
群

三方町教育委員
会

三方町教育委員
会

平成9年（1997
年）

発掘調査報告書

171 埋蔵文化財 福井県

美浜町・旧三方

町・旧上中町・

小浜 市・ 大 飯

町・高浜町・名
田庄村の縄文～

古代遺跡

平 成 10/11 年
（ 1998/1999

年）

若狭の古代遺跡－発掘

の成果と出土品－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成11年（1999

年）
展示図録

172 埋蔵文化財 福井県

旧永平寺町・旧

金津町・旧三方
町・名田庄村の

縄文遺跡

平成 12 ～ 14 年
（ 2000 ～ 2002

年）

鳥浜貝塚とその時代
福井県立若狭歴
史民俗資料館

福井県立若狭歴
史民俗資料館

平成14年（2002
年）

展示図録

173 埋蔵文化財 旧三方町

藤井遺跡／北寺

遺跡／田井野貝

塚／ユリ遺跡

平成14年（2002

年）

ムラでくらす－縄文の

ムラと今のムラから－

三方町縄文博物

館

三方町縄文博物

館

平成14年（2002

年）
展示図録

174 埋蔵文化財 旧上中町 市場古墳
平成15年（2003

年）

市場古墳－１級町道１

７号敷設にともなう発

掘調査報告書

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成16年（2004

年）
発掘調査報告書
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175 埋蔵文化財 旧三方町 北寺遺跡

平成 13 ～ 16 年

（ 2001 ～ 2004

年）

北寺遺跡Ⅱ発掘調査報

告書

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

平成17年（2005

年）
発掘調査報告書

176 埋蔵文化財 旧上中町 大谷古墳
平成16年（2004

年）
大谷古墳

上中町教育委員

会

上中町教育委員

会

平成17年（2005

年）
発掘調査報告書

177 埋蔵文化財 旧三方町 松尾谷古墳
昭和59年（1984

年）

松尾谷古墳－前方後円

墳の発掘調査－

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成18年（2006

年）
発掘調査報告書

178 埋蔵文化財 旧三方町

向山古墳群／西
塚古墳／日笠松

塚古墳／十善の

森古墳／大谷古

墳／丸山塚古墳
／食見遺跡

平成18年（2006

年）

若狭御食国の祖たち－

三方・上中地域首長墳

のすがた－

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成18年（2006

年）
展示図録

179 埋蔵文化財 立命館大学 城山古墳
平成5年（1993

年）

立命館大学文学部学芸

員課程研究報告第5冊

若狭・城山古墳発掘調

査報告

立命館大学文学

部学芸員課程

立命館大学文学

部

平成19年（2007

年）
発掘調査報告書

180 埋蔵文化財 旧三方町

きよしの２／３

号古墳／矢竹北

古墳／矢竹南古

墳／丸山塚古墳

／大谷古墳

平成20年（2008

年）

きよしの古墳群展－若

狭三方の豪族墓－

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成20年（2008

年）
展示図録

181 埋蔵文化財 若狭町

上ノ塚古墳／中

塚古墳／糠塚古

墳

平成20年（2008

年）

「地中レーダー探査と

電気探査について」

（若狭町歴史文化館常

設展示図録中）

若狭 町 文 化財

室、奈良文化財

研究所

若狭町歴史文化

館

平成20年（2008

年）
展示図録

182 埋蔵文化財 旧三方町

鳥浜貝塚／田井

野貝塚／北寺遺

跡／藤井遺跡／

南前川遺跡／角

谷遺跡／牛屋遺
跡／田名遺跡／

井崎丸山遺跡／

松尾谷古墳／小

川遺跡／食見遺
跡／きよしの3

号墳／神子遺跡

／ニシンジャラ

遺跡／矢竹北遺

跡／

平成21年（2009

年）

むかしの食べもの展－

縄文ランチから鯖街道

定食まで－

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成21年（2009

年）
展示図録

183 埋蔵文化財 福井県

敦賀 市・ 美 浜

町・若狭町・小

浜市 ・お お い

町・高浜町の縄
文遺跡

平 成 22/23 年

（ 2010/2011

年）

縄文人の業とこころ－

自然とともにある暮ら

し－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成23年（2011

年）
展示図録

184 埋蔵文化財 若狭町 鳥浜貝塚
平成23年（2011

年）

写真と図面で見るトリ

ハマ

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成23年（2011

年）
展示図録

185 埋蔵文化財 福井県
黒田寺跡／下山
古墳群

平成19年（2007
年）

黒田寺跡・下山古墳群

－舞鶴若狭自動車道建
設事業に伴う調査－

福井県教育庁埋

蔵文化財調査セ
ンター

福井県教育庁埋

蔵文化財調査セ
ンター

平成24年（2012
年）

発掘調査報告書

186 埋蔵文化財 福井県 ユリ遺跡

平 成 18/19 年

（ 2006/2007

年）

ユリ遺跡－舞鶴若狭自

動車道建設事業に伴う

調査－

福井県教育庁埋

蔵文化財調査セ

ンター

福井県教育庁埋

蔵文化財調査セ

ンター

平成24年（2012

年）
発掘調査報告書

187 埋蔵文化財 若狭町 ユリ遺跡

平 成 22/23 年

（ 2010/2011

年）

ユリ遺跡Ⅱ発掘調査報

告書

若狭三方縄文博

物館

若狭三方縄文博

物館

平成25年（2013

年）
発掘調査報告書

188 埋蔵文化財 若狭町
若狭町域の埋蔵
文化財全般

平成25年（2013
年）

若狭三方縄文博物館・

若狭町歴史文化館常設
展示図録

若狭町歴史文化
課

若狭町歴史文化
課

平成26年（2014
年）

展示図録

189 埋蔵文化財 福井県 曽根田遺跡

平成 19 ～ 21 年

（ 2007 ～ 2009

年）

曽根田遺跡－舞鶴若狭

自動車道建設事業に伴

う調査－

福井県教育庁埋

蔵文化財調査セ

ンター

福井県教育庁埋

蔵文化財調査セ

ンター

平成24年（2012

年）
発掘調査報告書

190 埋蔵文化財
花園大学考古学

研究室

糠塚古墳／脇袋

丸山塚古墳／藤

井岡古墳

平成20/21/23～
25 年

（ 2008/2009/20

11～2013年）

古墳時代における若狭

地域の対外交渉

花園大学考古学

研究室

花園大学考古学

研究室

平成26年（2014

年）

科学研究費補助

金研究研究成果

報告書

191 埋蔵文化財 旧上中町 向山1号墳
昭 和 62/63 年
（ 1987/1988

年）

「向山1号墳」発掘調

査報告書

花園大学・若狭

町
若狭町

平成27年（2015

年）
発掘調査報告書

192 埋蔵文化財
花園大学考古学

研究室

藤井岡古墳／藤

井岡三昧古墳／

脇袋丸山塚古墳

平成 27 ～ 29 年

（ 2015 ～ 2017

年）

中規模古墳の動態から

みた大和政権の地域支

配

花園大学考古学

研究室

花園大学考古学

研究室

平成31年（2019

年）

科学研究費補助

金研究研究成果

報告書

193 埋蔵文化財
花園大学考古学

研究室
西塚古墳

令和元年（2019

年）

「若狭町西塚古墳にお

ける地中レーダ探査結

果」（未公表）

岸田徹 － － －
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194 民俗 個人 てっせん踊り
昭和42年（1967

年）

「若狭熊川のてっせん

踊」『藝能史研究』№

17

永江秀雄 藝能史研究会
昭和42年（1967

年）

伝統文化調査報

告

195 民俗 個人
常神半島の正月

行事

昭和52年（1977

年）

「若狭・常神半島の正

月行事 -烏 勧進・歩

射・綱引き・狐狩り・

戸祝い・その他」『え
ちぜんわかさ : 福井

の民俗文化』

朝比奈威夫 福井民俗の会
昭和52年（1977

年）
民俗調査書

196 民俗 民間 向笠集落

昭 和 51/52 年

（ 1976/1977

年）

EXCURSION VOL.1～2

福井県三方郡三方町向

笠第1～2次調査

南山大学文化人

類学 村 落 研究

サークル

南山大学文化人

類学村 落 研究

サークル

昭和52年（1977

年）
民俗調査書

197 民俗 民間
宇波西神社の神

事と芸能

昭和52年（1977

年）
宇波西神事

財団法人観光資

源保護財団

財団法人観光資

源保護財団

昭和53年（1978

年）

伝統文化調査報

告書

198 民俗 旧三方町
宇波西神社の神

事と芸能

昭和53年（1978

年）

宇波西神社の神事と芸

能

三方町教育委員

会

三方町教育委員

会

昭和54年（1979

年）

伝統文化調査報

告書

199 民俗 福井県

旧上中町／小浜

市域の田の神祭

り

昭和59年（1984

年）

若狭の田の神祭りー小

浜市・上中町における

農耕儀礼の調査報告－

福井県教育委員

会・福井県立若

狭歴史民俗資料

館

福井県教育委員

会・福井県立若

狭歴史民俗資料

館

昭和60年（1985

年）

伝統文化調査報

告書

200 民俗 福井県 福井県域の民謡

昭 和 61/62 年

（ 1986/1987

年）

民謡緊急調査
福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

昭和63年（1988

年）

伝統文化調査報

告書

201 民俗 福井県

美浜町・旧三方

町・旧上中町・
小浜市・旧大飯

町・ 旧名 田 庄

村・高浜町域の

年中行事と祭り

昭和63/平成元

年 （ 1988/1989

年）

若狭の四季－年中行事

と祭り－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成元年（1989

年）
展示図録

202 民俗 個人

若狭猿楽／翁／

神事能／倉座／

能面

平成4年（1992

年）
若狭猿楽の研究 須田悦生 三弥井書店

平成4年（1992

年）
若狭猿楽研究書

203 民俗 福井県
福井県域の諸職

関係民俗文化財

平 成 3/4 年
（ 1991/1992

年）

福井県諸職関係民俗文

化財調査

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成5年（1993

年）

民俗文化財調査

報告書

204 民俗 民間 杉山区の民俗誌
平成6年（1994

年）

民俗誌 杉森のむかし

その１

杉山自主学級

民俗誌編纂部会
杉山自主学級

平成6年（1994

年）
民俗誌掲載書

205 民俗 福井県
美浜町～高浜町

域の六斎念仏

平 成 2/3 年

（ 1990/1991

年）

「若狭の六斎念仏」調

査報告『紀要』第6号

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成7年（1995

年）

伝統文化調査報

告

206 民俗 旧三方町
旧三方町域の集

落年中行事

平成8年（1996

年）

三方町内各集落の年中

行事

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成8年（1996

年）

伝統文化調査報

告書

207 民俗 民間
福井県域の無形

民俗文化財

平 成 7/8 年

（ 1995/1996

年）

福井県無形民俗文化財

保護協議会20周年記念

誌

福井県無形民俗

文化財保護協議

会20周年記念誌

刊行委員会

福井県無形民俗

文化財保護協議

会

平成9年（1997

年）

無形民俗文化財

調査報告書

208 民俗 個人

王の舞

うち若狭町域分

布：

宇波西神社／国
津神社／多由比

神社／天満社／

天神社／能登神

社／闇見神社／

石くら（木へん
に安）神社／日

枝神社／天満神

社／広嶺神社

昭 和 60/61 年

（ 1985/1986

年）

王の舞の民俗学的研究 橋本裕之 ひつじ書房
平成9年（1997

年）
王の舞研究書

209 民俗 福井県

敦賀 市・ 美 浜
町・旧三方町・

旧上中町・小浜

市・旧大飯町・

旧名田庄村・高
浜町域の祭礼全

般

平 成 9/10 年

（ 1997/1998

年）

おまつり おはやし お

どり－若狭の祭礼・山

車・風流－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成10年（1998

年）
展示図録

210 民俗 個人
若狭町域の戸祝

い・キツネガリ

平成10年（1998

年）
森の神々と民俗 金田久璋 白水社

平成10年（1998

年）

戸祝い・キツネ

ガリ研究書

211 民俗 旧上中町 熊川宿
平成13年（2001

年）

若狭熊川宿伝統文化復
活継承基本構想（伝統

文化活性化マスタープ

ラン）

福井県 福井県
平成14年（2002

年）

伝統文化復活継

承基本構想

212 民俗 民間 熊川宿
平成14年（2002
年）

若狭熊川宿の伝統芸能
熊川伝統芸能保
存会

熊川伝統芸能保
存会

平成15年（2003
年）

伝統文化調査報
告書

213 民俗 福井県
福井県域の民俗

芸能

平 成 13/14 年

（ 2001/2002

年）

福井県の民俗芸能
福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成15年（2003

年）

伝統文化調査報

告書
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214 民俗 福井県
敦賀市～高浜町

域の王の舞

平 成 15/16 年

（ 2003/2004

年）

王の舞を見に行こう！

－郷土の祭りと芸能文

化の理解のために－

福井県立若狭歴

史民俗資料館

福井県立若狭歴

史民俗資料館

平成16年（2004

年）
展示図録

215 民俗 個人

美浜町～若狭町

域の王の舞

うち若狭町域：

宇波西神社／多

由比神社／国津
神社／天満社／

天満宮／闇見神

社／能登神社

昭和 20 ～ 36 年

（ 1945 ～ 1961
年）

若狭路の祭りと芸能

錦耕三遺稿集Ⅰ・別冊
錦耕三

若狭路文化研究

会

平成17年(2005

年)

王の舞・祭礼研

究書

216 民俗 個人

美浜 町・ 若 狭
町・小浜市域の

祭礼・各種民俗

うち若狭町域：

宇波西神社の祭

礼／気山モロト
の神事／海山の

宇波西講／若狭

の神事講／若狭

三方郡における

サンカイとヨボ
シキ／厄年とま

な祝ひ／海山の

村／三方郡西田

村田井の葬制／
沖の石／若狭の

猿楽と舞々

昭和 20 ～ 36 年

（ 1945 ～ 1961

年）

若狭路の暮らしと民俗

錦耕三遺稿集Ⅱ
錦耕三

若狭路文化研究

会

平成18年（2006

年）

祭礼・各種民俗

研究書

217 民俗 民間

てっせん踊り／

熊川音頭／祭り

囃子／山車と見
送り幕

平成20年（2008

年）
熊川宿の伝統芸能

鯖街道熊川宿ま

ちづくり協議会

（熊川宿伝統芸
能保存会監修）

鯖街道熊川宿ま

ちづくり協議会

平成21年（2009

年）

伝統芸能テキス

ト

218 民俗 個人
美浜町～高浜町

域の翁・猿楽能

平成 16 ～ 21 年

（ 2006 ～ 2009

年）

若狭の翁と猿楽能 山田雄造 風詠社
平成21年（2009

年）
若狭猿楽研究書

219 民俗 滋賀県立大学 海山区域の民俗

平 成 21/22 年

（ 2009/2010

年）

若狭海山の民俗－福井

県三方上中郡若狭町海

山地区民俗調査報告書

－

滋賀県立大学人

間文化学部地域

文化学科市川研

究室

滋賀県立大学人

間文化学部地域

文化学科市川研

究室

平成22年（2010

年）
民俗調査報告書

220 民俗 民間
若狭町域の伝統
文化

平成21年（2009
年）

伝統文化実態調査報告
書「つたえ　つなぐ」

若狭町伝統文化
保存協会

若狭町伝統文化
保存協会

平成25年（2013
年）

伝統文化実態調
査報告書

221 民俗 民間
若狭町域の伝統

文化

平成21年（2009

年）

若狭町の伝統文化 歳

時記

若狭町伝統文化

保存協会

若狭町伝統文化

保存協会

平成26年（2014

年）

伝統文化照会冊

子

222 民俗 民間
若狭町域の戸祝
い・キツネガリ

平成26年（2014
年）

若狭町の戸祝い・キツ
ネガリ調査報告書

若狭町伝統文化
保存協会

若狭町伝統文化
保存協会

平成27年（2015
年）

伝統文化調査報
告書

223 民俗 民間
若狭町域の王の

舞

平 成 28/29 年

（ 2016/2017

年）

福井県 若狭町の王の

舞

若狭町伝統文化

保存協会

若狭町伝統文化

保存協会

平成30年（2018

年）

伝統文化調査報

告書

224 民俗 滋賀県立大学 常神区域の民俗
平成29年（2017

年）

犬熊・西小川・常神の
民俗－福井県小浜市犬

熊・西小川、若狭町常

神地区民俗調査報告書

－

滋賀県立大学人

間文化学部地域

文化学科市川研

究室

滋賀県立大学人

間文化学部地域

文化学科市川研

究室

平成30年（2018

年）
民俗調査報告書

225
歴史の道

(文化財全般)
民間

小浜市～旧上中

町域の鯖街道周

辺建造物

平成4年（1992

年）

旧若狭街道の自然と歴

史遺産

財団法人日本ナ

ショナルトラス

ト

財団法人日本ナ

ショナルトラス

ト

平成5年（1993

年）

文化財総合調査

報告書

226
歴史の道

(文化財全般)
福井県

小浜市～旧上中

町域の鯖街道周
辺文化財全般

平 成 6/7 年

（ 1994/1995
年）

サバ街道と都の文化史

－今日は遠ても十八里
－

福井県立若狭歴
史民俗資料館

福井県立若狭歴
史民俗資料館

平成7年（1995
年）

展示図録

227
歴史の道

(文化財全般)
福井県

福井県域の街道

沿い文化財全般

平成12年（2000

年）

北陸街道Ⅱ・丹後街道

Ⅰ

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成14年（2002

年）

文化財総合調査

報告書

228
歴史の道

(文化財全般)
福井県

福井県域の街道

沿い文化財全般

平成14年（2002

年）
朝倉街道・鯖街道

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成16年（2004

年）

文化財総合調査

報告書

229
歴史の道

(文化財全般)
福井県

福井県域の街道

沿い文化財全般

平 成 16/17 年

（ 2004/2005

年）

馬借街道・海の道
福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成18年（2006

年）

文化財総合調査

報告書

230
歴史の道

(文化財全般)

福井県／小浜市

／若狭町

小浜市～若狭町

域の鯖街道周辺

文化財全般

平成 20 ～ 22 年

（ 2008 ～ 2010

年）

海と都をつなぐ若狭の
往来文化遺産群 日本

遺産 御食国若狭と鯖

街道　語り部テキスト

小浜市・若狭町

日本遺産活用推

進協議会

小浜市・若狭町

日本遺産活用推

進協議会

平成27年（2015

年）

日本遺産魅力発

信推進事業テキ

スト

231
歴史の道

(文化財全般)

福井県／小浜市

／若狭町

小浜市～若狭町
域の鯖街道周辺

文化財全般

平成 20 ～ 22 年
（ 2008 ～ 2010

年）

海と都をつなぐ若狭の

往来文化遺産群 日本
遺産 御食国若狭と鯖

街道 子ども語り部テ

キスト

小浜市・若狭町
日本遺産活用推

進協議会

小浜市・若狭町
日本遺産活用推

進協議会

平成27年（2015

年）

日本遺産魅力発
信推進事業テキ

スト
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232 文化財全般 旧三方町
旧三方町向笠区

域の文化財全般

平成4年（1992

年）

向笠集落の歴史展

－縄文時代から現代へ

－

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成4年（1992

年）
展示図録

233 文化財全般 旧三方町
旧三方町三方区

域の文化財全般

平成5年（1993

年）
三方集落の歴史展

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成5年（1993

年）
展示図録

234 文化財全般 旧三方町
旧三方町倉見区

域の文化財全般

平成6年（1994

年）
倉見集落の歴史展

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成6年（1994

年）
展示図録

235 文化財全般 旧三方町

旧三 方町 田 井
野・別庄・世久

津・ 成出 ・ 河

内・田立・伊良

積・向笠・常神
区域の文化財全

般

平成7年（1995

年）

多由比神社をとりまく

集落の歴史展

三方町立郷土資

料館

三方町立郷土資

料館

平成7年（1995

年）
展示図録

236 文化財全般 福井県
福井県域の指定

文化財

平成13年（2001

年）

福井県の指定文化財目

録

福井県教育委員

会

福井県教育委員

会

平成14年（2002

年）
指定文化財目録

237 文化財全般 福井県

敦賀 市・ 美 浜

町・若狭町・小

浜市 ・お お い

町・高浜町域の

文化財全般

平 成 27/28 年

（ 2015/2016

年）

若狭のたから～知る・

まもる・つなぐ～

福井県立若狭歴

史博物館

福井県立若狭歴

史博物館

平成28年（2016

年）
展示図録

238 その他 民間
松木 庄左 衛 門

（長操）

昭和5年（1930

年）

若狭の義民－義人庄左

衛門と当時の若狭農政

－

河村仁右衛門 松木神社奉賛会
昭和45年（1970

年）
偉人調査報告書

239 その他 民間 若狭国の領主
昭和52年（1977
年）

若狭領主並ニ郷土の歴
史

小浜郷土研究会 後瀬書房
昭和52年（1977
年）

偉人調査報告書

240 その他 民間

敦 賀 市・ 美 浜

町・若狭町・小

浜市 ・お お い

町・高浜町域の
文化財全般

うち若狭町：

気山津と恋の松

原／宇波西神社
の王の舞／浦見

川のます形／三

方石観音の由来

／田井島新田／
食見の塩つくり

／幾松のふるさ

と／谷内の地蔵

さん／南前川の

明庵水／若狭最
古の禅寺 向陽

寺／受け継がれ

る伝統／岩屋の

ナシ園／三十三
間山と風神／小

野篁の供養塔／

無悪の晴明塚／

鳥羽谷と京都／
須上坂を通る丹

後街道／脇袋の

前方後円墳／新

道の蛇神さん／

若狭熊川宿／熊
川の得法寺／天

徳寺八十八カ所

／高懸山と甲賀

三郎伝説／昌寿
寺谷の妖怪／日

笠のつまとり地

蔵／玉置の庄の

昭和 63 ～ 平成

4/6 ～ 17 年

（ 1988 ～

1992/1994 ～
2005年）

新わかさ探訪 飛田敏博

関西電力株式会

社原子力事業本

部

平成17年（2005

年）

若狭路の歴史・

風物の記録集

241 その他 旧上中町
旧上中町域の民
話

昭和58年（1983
年）

かみなかの昔ばなし 永江秀雄監修
上中町住民セン
ター

昭和59年（1984
年）

民話伝説記録集

242 その他 民間
福井県嶺南地方

の神社

明治12年（1979

年）

影印本 福井県神社

明細帳－敦賀郡・三方

郡・遠敷郡・大飯郡－

若狭路文化研究

会

若狭路文化研究

会

平成13年（2001

年）
神社明細帳

243 その他 民間
美浜町・旧三方

町域の民話

昭和46/47/51～

55/平成9～19年

（ 1971/1972/19

76 ～ 1980/1998
～2007年）

福井県三方郡編 若狭

路の民話
田中文雅

若狭路文化研究

会

平成20年（2008

年）
民話伝説記録集

244 その他 民間 三方郡の物産誌

明 治 9 ～ 13 年

（ 1876 ～ 1880

年）

滋賀県物産誌－三方郡

－

若狭路文化研究

会

若狭路文化研究

会・げんでんふ

れあい福井財団

平成23年（2011

年）
物産誌記録書
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245 その他 若狭町

若狭町域文化財

全般：

三十三間山／闇

見神社／弘誓寺
と松の丸／向陽

寺とオオカミ／

鳥浜酒造／三方

石観世音／浦見
川／慈眼寺と田

井島大乗寺／舟

小屋／常神社と

御神島／小野篁
／須部神社／諦

応寺の銀杏観音

／新田義治／熊

川城と沼田氏／
火の見櫓／天徳

寺八十八ケ所／

曹福寺九重の石

塔／内藤佐渡守
／泉岡一言神社

平成26年（2014

年）

若狭町ふるさと歴史発

見

若狭町歴史文化

課
若狭町

平成27年（2015

年）

町内文化財紹介

誌

246 その他 民間
行方久兵衛と浦

見運河

平成30年（2018

年）

きょう土の生活（平成

31年度版）

福井県社会科研

究協議会 きょ

う土の生活編集

部

福井県社会科研

究協議会 きょ

う土の生活編集

部

平成31年（2019

年）

小学校4年生教

科書

247
歴史の道

(文化財全般)
個人 熊川宿 -

熊川宿の休憩宿泊機能

本陣について
亀井清 - - 鯖街道関連論考

248
歴史の道

(文化財全般)
個人 熊川宿 -

西廻航路改良による若

桜街道上り荷減少と熊
川宿

亀井清 - - 鯖街道関連論考

249
歴史の道

(文化財全般)
個人 鯖街道 - 鯖街道についての疑問 亀井清 - - 鯖街道関連論考

250 民俗 個人 白石神社祭礼 -
白石神社祭礼の山車の
変遷

亀井清 - - 鯖街道関連論考

251 その他 個人 熊川葛 -
諸資料にみられる熊川

葛関係記事
亀井清 - - 鯖街道関連論考



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．若狭町歴史環境講座一覧表 
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テーマ 演題・公演 講師・団体（所属等は当時） 日時 会場(名称は当時) 参集人員 備考

＜館長講演＞『縄文時代の世界観』 梅原　猛（三方町縄文博物館　館長）

＜特別講演＞『縄文時代と長江文明』

何　介鈞（中国湖南省文物考古研究所

所長）/蔡　敦達（国際日本文化研究セ
ンター　客員助教授（通訳）

＜基調講演＞『縄文人の世界観』
小林達雄（國學院大學　教授・新潟県立

歴史博物館　館長）

＜パネルディスカッション＞『鳥浜貝塚を
検証する』

安田　喜憲（国際日本文化研究センター

教授）/小林達雄（國學院大學　教授・新
潟県立歴史博物館　館長）/小山修三
（国立民俗学博物館　教授）/西田正規

（筑波大学　教授）/梅原　猛（三方町縄
文博物館　館長）

＜基調講演＞『おしゃれな縄文人』 小山修三（国立民俗学博物館　教授）

＜パネルディスカッション＞『縄文人のラ

イフスタイル』

安田喜憲（国際日本文化研究センター
教授）/小山修三（国立民俗学博物館

教授）/梅原　猛（三方町縄文博物館
館長）

＜レクチャー＞『縄文人の音世界にせま
る』

廣瀬量平（京都市立芸術大学付属日本
文化伝統音楽センター　所長）

＜石笛演奏＞

上杉紅童（高崎芸術短期大学　客員教

授）/中村典子（京都市立芸術大学　専
任講師）/山上友佳子（京都市立芸術大

学　講師）/平野一郎（神戸甲陽音楽学
院　講師）

＜合唱　『縄文賛歌』＞ コロボックル合唱団

＜鼎談＞『縄文人の豊かな音世界』

廣瀬量平（京都市立芸術大学付属日本
文化伝統音楽センター　所長）/小山修

三（国立民俗学博物館　教授）/梅原
猛（三方町縄文博物館　館長）

＜基調講演＞『森をつかう縄文人』
山田昌久（東京都立大学人文学部　助

教授）

＜鼎談＞『森をつかう縄文人』

山田昌久（東京都立大学人文学部　助

教授）/小山修三（国立民俗学博物館
教授）/安田喜憲（国際日本文化研究セ
ンター　教授）

＜基調講演＞『鳥浜貝塚はすごい遺跡
だ！』

森川昌和（中京女子大学人文学部　教
授）

＜パネルディスカッション＞『鳥浜貝塚は
すごい遺跡だ！』

森川昌和（中京女子大学人文学部　教
授）/森山哲和（考古造形研究所）/安田
喜憲（国際日本文化研究センター　教

授）/小島秀彰（三方町縄文博物館　学
芸員）

＜基調講演＞『自然環境と文化のかかわ

り‐縄文から現代へ‐』

中島経夫（滋賀県立琵琶湖博物館　研

究部長）

＜パネルディスカッション＞『自然環境と
文化のかかわり‐縄文から現代へ‐』

中島経夫（滋賀県立琵琶湖博物館　研

究部長）/西田正規（筑波大学歴史・人
類学系　教授）/吉田良三（三方五湖浄
化推進連絡協議会　会長）/福永吉孝

（福井県立嶺南西養護学校　教諭）
＜基調講演＞『縄文と芸術‐縄文人の感

性をさぐる‐』
宗　左近（詩人）

＜パネルディスカッション＞『縄文と芸術‐

縄文人の感性をさぐる‐』

宗　左近（詩人）/安田喜憲（国際日本文
化研究センター　教授）/梅原　猛（三方

町縄文博物館　館長）

＜出張講演＞『縄文人の素朴な生き方』
西田正規（筑波大学歴史・人類学系　教

授）

平成13年（2001）

11月17日（土）
9:30～11:20

三方町立三方中学校　音楽室 113

＜出前授業＞『三方湖と縄文時代』（1年1
組・2組・3組の各クラスで授業）

安田喜憲（国際日本文化研究センター
教授）

平成14年（2002）

2月18日（月）
9:50～11:40

三方町立三方中学校　音楽室 108

＜基調講演＞『縄文の音世界』
縄文鼓演奏とレクチャー

土取利行（音楽家／パーカッショニスト）

＜パネルディスカッション＞『縄文の音世
界』

安田喜憲（国際日本文化研究センター

教授）/土取利行（音楽家／パーカッショ
ニスト）/梅原　猛（三方町縄文博物館

館長）/西田正規（筑波大学歴史・人類
学系　教授）

＜基調講演＞『まつりと土器』
小杉　康（北海道大学大学院文学研究
科　助教授）

＜パネルディスカッション＞『まつりと土

器』

森山哲和（考古造形研究所）/小杉　康
（北海道大学大学院文学研究科　助教

授）/網谷克彦（敦賀短期大学日本史学
科　助教授）/小島秀彰（三方町縄文博
物館　学芸員）

＜第1部　パネルディスカッション＞『縄文
時代の女性たち』

藤田京子（国立民族学博物館小山修三
研究室）/小山修三（国立民俗学博物館

教授）/清水悠紀子（元町内小学校教
頭）/百田吉江（元町内小学校教諭・三
方町教育委員会委員）/井関和代（三方

町中央保育所主任）
＜第2部　フリートーク＞『縄文時代の女

性たち』

小山修三（国立民俗学博物館　教授）/

講座参加者のみなさん

1

2

3

4

縄文文化5

縄文文化

縄文文化

縄文文化

縄文文化

6

三方五湖/

縄文文化

三方五湖/
縄文文化

9

縄文文化10

7

縄文文化8

縄文文化

11

縄文文化12

縄文文化

平成14年（2002）
3月9日（土）
13:30～17:00

平成14年（2002）

7月20日（土）
13:30～16:00

平成14年（2002）
8月24日（土）
13:30～16:30

平成14年（2002）
11月2日（土）

13:30～16:00

平成12年（2000）
9月30日（土）

13:30～16:30

平成12年（2000）

12月16日（土）
13:30～17:00

平成13年（2001）
3月10日（土）

13:30～16:30

平成13年（2001）

6月23日（土）
13:30～17:00

平成13年（2001）
8月18日（土）

13:30～16:30

平成13年（2001）

9月22日（土）
13:30～16:30

三方町公民館　2階ホール

三方町公民館　2階ホール

福井県立若狭図書学習センター

三方町公民館　2階ホール

美浜町中央公民館　１階ホール

三方町縄文博物館　1階講座室

三方町縄文博物館　1階講座室

平成13年（2001）

11月17日（土）
13:30～16:30

敦賀市福祉総合センター「あいあいプ
ラザ」　1階あいあいホール

三方町公民館　2階ホール

三方町縄文博物館　1階講座室

三方町公民館　2階ホール

43

51

240

120

130

124

77

132

61

171

100

三方町縄文博物館
開館記念講座
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テーマ 演題・公演 講師・団体（所属等は当時） 日時 会場(名称は当時) 参集人員 備考

＜基調講演＞『湖と人間‐その関係性の
総体を歴史的に探る試み‐』

川那部　浩哉（滋賀県立琵琶湖博物館
館長）

＜鼎談＞『湖と人間の関係』

西田正規（筑波大学歴史・人類学系　教
授）/川那部　浩哉（滋賀県立琵琶湖博
物館　館長）/梅原　猛（三方町縄文博

物館　館長）
＜基調講演＞『DNAからみた縄文農耕』 佐藤　洋一郎（静岡大学農学部　教授）

＜鼎談＞『DNAからみた縄文農耕』

西田正規（筑波大学歴史・人類学系　教
授）/佐藤　洋一郎（静岡大学農学部
教授）/本郷一美（京都大学霊長類研究

所助手）
＜基調講演1＞『氷河期を崩壊させた東ア

ジアの気候システム‐水月湖年縞からの
発見‐』

福澤仁志（東京都立大学大学院理学研

究科　教授）

＜基調講演2＞『Timing is everything：時

間がすべてだ‐年縞が語る原因と結果の
環境史‐』

中川　毅（京都大学　研究員）

＜パネルディスカッション＞『水月湖は世
界の宝になった』

：安田喜憲（国際日本文化研究センター
教授）/福澤仁志（東京都立大学大学院
理学研究科　教授）/中川　毅（京都大

学　研究員）
＜基調講演＞『縄文から現代へ‐日本語

の遥かな息づかい‐』

崎山　理（滋賀県立大学人間文化学部

教授）

＜合唱＞縄文語で歌おう「縄文の三方」
三方童謡・唱歌を歌う会「わらべ」の皆
様

＜対談＞
崎山　理（滋賀県立大学人間文化学部
教授）/小山修三（国立民俗学博物館

教授）
＜基調講演＞『自然科学的研究からみた
トイレ文化』

金原正明（奈良教育大学理科教育講座
助教授）

＜パネルディスカッション＞『トイレの考古

学』

西田正規（筑波大学大学院　教授）
/金原正明（奈良教育大学理科教育講

座　助教授）/網谷克彦（敦賀短期大学
日本史学科　助教授）

＜基調講演＞『縄文の森と動物』
河合雅雄（丹波の森公苑　苑長・京都大
学名誉教授）

＜パネルディスカッション＞『現代におけ

るニホンジカなどの動物とのつきあい』

小山修三（吹田市立博物館　館長）/河

合雅雄（丹波の森公苑　苑長・京都大学
名誉教授）/梅原　猛（三方町縄文博物

館　館長）/吉村哲雄（上中町三生野在
住／米作農家）/坂本　豊（三方町北庄
在住／梅生産農家）

＜基調講演1＞『西日本の縄文社会』
泉　拓良（京都大学大学院文学研究科
教授）

＜基調講演2＞『琵琶湖周辺の縄文社
会』

瀬口眞司（(財)滋賀県文化財保護協会
主任技師）

＜パネルディスカッション＞『西の縄文社
会を考える』

西田正規（筑波大学大学院　教授）/泉

拓良（京都大学大学院文学研究科　教
授）/瀬口眞司（(財)滋賀県文化財保護

協会　主任技師）/網谷克彦（敦賀短期
大学日本史学科　助教授）

＜基調講演＞『遺跡を活かす、遺跡を楽

しむ』
佐古和枝（関西外国語大学　教授）

＜縄文マジック＞
山本　護（富山県小矢部市　桜町石斧

の会　会長）

＜パネルディスカッション＞『縄文遺跡を
使った楽しい地域社会づくり』

小山修三（吹田市立博物館　館長）/佐
古和枝（関西外国語大学　教授）/山本

護（富山県小矢部市　桜町石斧の会
会長）/さかいひろこ（イラストレーター／

縄文まんが家）/松村光洋（三方町縄文
博物館友の会DOKIDOKI会　理事）

＜基調講演＞『若狭　その風土の起点‐

日本海と古都をつないだ要衝‐』
門脇禎二（京都府立大学　名誉教授）

＜講演1＞『古墳が語る膳臣』
中司照世（福井県埋蔵文化財調査セン

ター　所長）
＜公演　「てっせん踊り」＞ 熊川宿伝統芸能保存会の皆様
＜講演2＞『藤原・平城宮跡出土木簡が

語る御食国若狭』
舘野和己（奈良女子大学文学部　教授）

＜講演3＞『熊川宿が語る中世～近世』 永江秀雄（福井県郷土誌懇談会　理事）

＜パネルディスカッション＞『御食国のふ
るさと若狭町‐膳臣から鯖街道‐』

森川昌和（元中京女子大学　教授）/門
脇禎二（京都府立大学　名誉教授）/中

司照世（福井県埋蔵文化財調査セン
ター　所長）/舘野和己（奈良女子大学
文学部　教授）/永江秀雄（福井県郷土

誌懇談会　理事）

15

縄文文化16

縄文文化17

縄文文化/
自然環境

18

三方五湖/
縄文文化

13

縄文文化14

三方五湖

19

縄文文化20

古墳文化/
歴史文化/
町並み

21

縄文文化

平成14年（2002）

12月21日（土）
13:30～15:30

平成16年（2004
年）11月6日（土）

13:30～16:35

平成17年（2005）
2月12日（土）

13:30～16:15

平成17年（2005）
12月11日（日）
9:30～16:00

平成15年（2003）
3月1日（土）
13:30～16:00

平成15年（2003）
8月23日（土）
13:30～16:30

三方町公民館　2階ホール

平成15年（2003）
11月22日（土）

13:30～16:30

平成16年（2004）
2月14日（土）
13:30～16:00

平成16年（2004）
9月4日（土）
13:30～16:20

三方町公民館　2階ホール

敦賀短期大学　2階第1会議室

上中町中央公民館　2階ホール

三方町縄文博物館　1階講座室

三方町縄文博物館　1階講座室

若狭町公民館（旧上中町中央公民
館）　2階ホール

三方町公民館　2階ホール

敦賀短期大学　2階第1会議室

89

65

76

87

70

175

73

146

68

若狭町誕生記念講
座
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テーマ 演題・公演 講師・団体（所属等は当時） 日時 会場(名称は当時) 参集人員 備考

＜問題提起＞『持続可能社会を目指し
て』

深野弘行（経済産業省産業技術環境局
大臣官房審議官）

＜基調講演＞『海洋環境の変動と資源・

エネルギーの持続性』

森　鐘一（モリエコロジー株式会社　代

表取締役）

＜パネルディスカッション＞『資源循環型

まちづくり　森・里・海の総合テクノロジー‐
クリーン・ウォーター・タウンをめざして‐』

岸本吉生（警察庁刑事局　調査官）/畠

山重篤（京都大学フィールド科学教育研
究センター　社会連携教授）/西山幸孝
（NPO法人穂の森づくりの会　理事）/本

郷浩二（林野庁森林整備部計画課　主
席森林計画官）/川口　博（秋田県鹿角

郡小坂町　町長）/中山　厚（預金保険
機構財務部　審議役）

＜船上説明1＞『水月湖湖底土ボーリング

調査の方法について』

中川　毅（イギリス・ニューカッスル大学

地理学教室　助教授）
＜船上説明2＞『三方五湖周辺の地形・

地質と寛文地震の地変について』

原口　強（大阪市立大学大学院理学研

究科　助教授）
＜船上説明3＞『水月湖・菅湖・三方湖の
説明』

山本和男（若狭町語り部の会　会長）

＜講演1＞『氷河期はどのようにやってく
るか　映画『デイ・アフター・トゥモロー』を
越えて』

中川　毅（イギリス・ニューカッスル大学
地理学教室　助教授）

＜講演2＞『堆積物から紐解く三方断層の
活動』

原口　強（大阪市立大学大学院理学研
究科　助教授）

＜基調講演＞　『環境・考古学・鳥浜貝塚
‐鳥浜貝塚とはどのような遺跡か（2005年
版）‐』

網谷克彦（敦賀短期大学　助教授）

＜パネルディスカッション＞『三方五湖を

とりまく環境‐過去・現在・未来‐』

小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸
員）/網谷克彦（敦賀短期大学　助教授）

/田辺春雄（海山漁業協同組合　組合
長）/三浦正親（ハスプロジェクト推進協
議会　事務局長）

＜出前講座1＞『水月湖の土が語る地球
の歴史‐水月湖湖底土の学術ボーリング

調査から‐』
＜出前講座2＞『水月湖の土が語る地球
の歴史‐水月湖湖底土の学術ボーリング

調査から‐』
＜講演会＞『世界から注目される水月湖‐
水月湖湖底土の学術ボーリング調査を終

了して‐』

＜若狭町の古墳についてのガイダンス＞
永江寿夫（若狭町教育委員会事務局

主査）
＜基調報告1＞『古代の韓半島からみた
若狭との交流』

朴　天秀（韓国・慶北大學校人文考古人
類学科　副教授）

＜基調報告2＞『若狭地方の古代‐埴輪と
副葬品の系譜を中心に‐』

高橋克壽（独立行政法人文化財研究所
奈良文化財研究所都城発掘調査部(飛

鳥・藤原地区)主任研究員）
＜基調報告3＞『若狭地方の古代‐横穴
式石室の系譜と展開を中心に‐』

土生田　純之（専修大学文学部　教授）

＜基調報告4＞『若狭地方の古代‐若狭
から見た韓半島との交流‐』

講師：入江文敏（福井県立若狭高等学
校　教諭）

＜パネルディスカッション＞『若狭地方と

韓半島の交流‐史実の共通認識と今後の
保存・活用・交流を模索する‐』

永江寿夫（若狭町教育委員会事務局

主査）/朴　天秀（韓国・慶北大學校人文
考古人類学科　副教授）/高橋克壽（独

立行政法人文化財研究所　奈良文化財
研究所都城発掘調査部(飛鳥・藤原地
区)主任研究員）/土生田　純之（専修大

学文学部　教授）/入江文敏（福井県立
若狭高等学校　教諭）

＜講演会＞『森の国のイヌワシと自然環
境』

須藤一成（動物生態写真家）

＜三方五湖自然教室「水鳥観察会」＞
A班・B班に分かれ、三方湖畔・水月湖

畔の水鳥（オオワシ含む）の観察
＜基調講演＞『森は海の恋人「人の心に

木を植える」』

畠山重篤（京都大学フィールド科学教育

研究センター　社会連携教授）

＜パネルディスカッション＞『くらしのなか
の循環と再生』

西田正規（筑波大学大学院　教授）/小
山修三（吹田市立博物館　館長）/安田

喜憲（国際日本文化研究センター　教
授）/池上成志（若狭森林組合森林管理
課　課長・樹木医）/関岡裕明（ハスプロ

ジェクト推進協議会事務局）/千田　千
代和（若狭町長）

29 町並み
＜講演＞『これからの景観保全‐世界と日
本の取り組みから‐』

西村幸夫（東京大学大学院　教授）
平成19年（2007）
7月15日（日）
13:30～15:30

パレア若狭　研修室 68

＜若狭町歴史文化館の展示概要説明＞ 永江寿夫（若狭町文化財室　主査）
＜講演＞『若狭の首長墓と膳臣』 石部正志（市立五條文化博物館　館長）

＜講演＞『縄文時代の若狭‐GISからみた
三方五湖周辺の遺跡‐』

渡邉千尋（小田原市教育委員会文化財
課　主事）

＜秋季企画展「北寺遺跡展‐鳥浜貝塚人

たちのその後‐」見学会＞

小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸

員）

三方五湖23

三方五湖/
縄文文化

24

三方五湖25

自然環境22

古墳文化30

縄文文化31

古墳文化26

三方五湖27

三方五湖/

自然環境
28

中川　毅（イギリス・ニューカッスル大学
地理学教室　助教授）

平成18年（2006）

10月1日（日）
10:00～15:30

平成19年（2007）
2月4日（日）

10:00～15:30

平成19年（2007）

3月11日（日）
10:30～15:00

平成19年（2007）
10月28日（日）

平成18年（2006）

3月4日（土）
13:00～17:00

平成18年（2006）

7月8日（土）
9:30～

11:30/13:30～
16:00

平成18年（2006）
7月29日（土）
13:30～16:00

平成19年（2007）
11月18日（日）

13:30～15:30

平成18年（2006）

9月5日（火）9:30
～11:20/14:20～

15:05/18:10～
19:00

若狭町三方公民館（旧三方町公民
館）　2階ホール

三方五湖レイククルーズ船上及び若
狭三方縄文博物館　1階講座室

若狭三方縄文博物館　1階講座室

若狭町立三方中学校　音楽室/若狭
町公民館　2階ホール/若狭町三方公

民館　2階ホール

若狭三方縄文博物館　1階講座室

福井県立三方青年の家　1階研修室
及び三方湖畔・水月湖畔

若狭町三方公民館　2階ホール

若狭町役場上中庁舎　2階会議室

若狭三方縄文博物館　1階講座室

91

52

72

78

143

79

35

35

107/110/2
20

若狭町歴史文化館
開館記念講座

水月湖年縞掘削調
査関連講座

水月湖年縞掘削調
査関連出前講座
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＜講演＞『コウノトリと共生する地域づくり
‐コウノトリの絶滅と復活の物語‐』

池田　啓（兵庫県立大学　教授）

＜野鳥観察会＞『水月湖畔及びふゆみ
ず田んぼでオオワシ・コハクチョウの観察
』

小嶋明男（日本野鳥の会福井県支部嶺
南ブロック）

33 三方五湖
＜講演＞『生命文明の世紀へ‐三方五湖
からの発信‐』

安田喜憲（国際日本文化研究センター
教授）

平成20年（2008）
3月9日（日）

13:30～15:30

三方ショッピングセンターレピア　2階
レピアホール

94

34 歴史文化 ＜講演＞『乾　長昭翁の生涯』 乾　研一（京都大学　名誉教授）
平成20年（2008）
7月13日（日）

13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 130

35 古墳文化
＜講演＞『中国鏡からみる古代‐若狭の

古墳時代‐』

岡村秀典（京都大学人文科学研究所

教授）

平成20年（2008）

8月24日（日）
13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 50

36
町並み/建
造物

＜講演＞演題：『みんなで活かそう！文化
財建造物』

島田敏男（独立行政法人文化財研究所

奈良文化財研究所 平城宮跡発掘調査
部遺構調査室　室長）

平成20年（2008）

9月20日（土）
13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 64

＜基調報告1＞『ユリ遺跡2006・2007年度
の調査成果』

清水孝之（福井県教育庁埋蔵文化財調
査センター　主任）

＜基調報告2＞『ユリ遺跡1990・1991年度

の調査成果』

田辺常博（若狭町会計管理者・前若狭

三方縄文博物館副館長）

＜講師対談・質疑応答＞縄文丸木舟の
すがた‐ユリ遺跡の発掘調査から‐

小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸

員）/清水孝之（福井県教育庁埋蔵文化
財調査センター　主任）/田辺常博（若狭

町会計管理者・前若狭三方縄文博物館
副館長）

38 自然環境
＜講演＞『鎮守の湖‐日本人の環境力を
ふたたび‐』

山折哲雄（国際日本文化研究センター
名誉教授・元所長）

平成21年（2009）

3月1日（日）
14:00～16:00

パレア若狭　音楽ホール 215

39 縄文文化
＜講演＞『縄文に観る日本人の感性‐漆
を通して‐』

三田村有純（東京藝術大学美術学部
教授）

平成21年（2009）
7月12日（日）
13:30～15:30

若狭三方縄文博物館　1階講座室 72

40 町並み
＜講演＞『町並み保存から歴史遺産を活
かしたまちづくりへ‐編集者として現場で

見たこと、聞いたこと、感じたこと‐』

八甫谷邦明（『季刊まちづくり』　編集長）
平成21年（2009）
8月30日（日）

13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 55

41 古墳文化 ＜講演＞『邪馬台国時代の若狭と大和』
石野博信（奈良県香芝市二上山博物館

館長・兵庫県立考古博物館館長）

平成21年（2009）
12月12日（土）

13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 96

42 民俗
＜講演＞『若狭から見る日本の伝統と食

文化』
神崎宣武（旅の文化研究所　所長）

平成22年（2010）

1月23日（土）
19:30～21:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 60

43
自然環境/
歴史文化

＜講演＞『歴史と環境』 秋吉久美子（女優）

平成22年（2010）

3月13日（土）
13:30～14:30

パレア若狭　音楽ホール 400

＜講演＞『湖の土がここまで解き明かす‐
水月湖プロジェクトの最先端‐』①「暴れる
気候と暴れない気候－縄文人が手に入

れたおだやかな暮らしー」

中川　毅（英国ニューカッスル大学　教
授）

＜講演＞『湖の土がここまで解き明かす‐

水月湖プロジェクトの最先端‐』②「東アフ
リカの環境変動と人類の進化－私たち全

員の遠いふるさとー」

ヘンリー・ラム（英国アベリシウス大学
准教授）

45
自然環境/

歴史文化

＜講演＞『日本の自然と文化を未来へつ

なぐ』
アレックス・カー（㈱庵　取締役）

平成22年（2010）
8月7日（土）

13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 69

＜講演＞『実験！縄文人の舟づくり－伐
 る・つくる・乗る－』①「村で生きるための

縄文人の工夫―縄文人の環境知と植物
資源化―」

山田昌久（首都大学東京　教授）

＜体験＞『実験！縄文人の舟づくり－伐
る・つくる・乗る－』②復元石斧による木削

り体験

小林加奈（首都大学東京卒）

47 伝統文化
＜公演＞『第2回　若狭町伝統文化のつ
どい』

社会福祉法人いわみ福祉会「石見神
楽」（島根県浜田市）/「浦安の舞」（若狭

町山内）/「天満宮の神事」（若狭町藤
井）/「六斎念仏」（若狭町瓜生）/「国津

神社の神事」（若狭町向笠）

平成22年（2010）

11月14日（日）
13:30～15:30

パレア若狭　音楽ホール 500

＜講演＞「ラムサールの三方五湖」
中村玲子（ラムサールセンター　事務局

長）

＜探鳥会＞
日本野鳥の会　福井県支部嶺南ブロッ

ク会員

49 縄文文化
＜講演＞『旧石器時代から縄文時代の石

の道具』

田中祐二（福井県教育庁埋蔵文化財調

査センター　主査）

平成23年（2011）

6月4日（土）
13:30～15:00

若狭三方縄文博物館　シアター 64

50 歴史文化
『歴史・文化と未来への学び　―アジア太
平洋の地域から―』

柴尾智子（（財）ユネスコ・アジア文化セ
ンター(ＡＣＣＵ)事業部次長）

平成23年（2011）

7月31日（日）
13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階講堂 52

51 伝統文化
＜公演＞『第3回　若狭町伝統文化のつ
どい』

ゑびす連「阿波おどり」（徳島市）/正月
神事 餅つき（若狭町神子）/獅子舞（若
狭町小原）/王の舞（若狭町南）/祭囃子

（若狭町岩屋）

平成23年（2011）
11月13日（日）

13:30～16:00

パレア若狭　音楽ホール 500

三方五湖/

自然環境
32

三方五湖48

縄文文化37

三方五湖44

縄文文化46

平成20年（2008）

2月10日（日）
10:00～15:00

平成20年（2008）
12月7日（日）

13:30～15:30

平成22年（2010）
5月18日（火）
19:00～20:30

平成22年（2010）
9月5日（日）

10:00～16:00

平成23年（2011）

2月26日（土）
9:30～14:30

若狭町中央公民館　2階ホール

若狭三方縄文博物館　シアター・講

座室/縄文ロマンパーク及びはす川

縄文ロマンパーク/福井県立三方青
年の家　多目的ホール

若狭三方縄文博物館　1階講座室及

び水月湖畔・ふゆみず田んぼ

若狭三方縄文博物館　1階講座室

27

54

203

606

606
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52 縄文文化
＜シンポジウム＞『鳥浜貝塚発見50周年
記念パネルディスカッション』

安田喜憲（国際日本文化研究センター
教授）/小山修三（吹田市立博物館　館

長）/西田正規（元筑波大学大学院　教
授）/森山哲和（考古造形研究所　代表）
/網谷克彦（敦賀短期大学　教授）/

田辺常博（前若狭三方縄文博物館　副
館長）

平成23年（2011）
11月19日（土）
14:20～16:00

福井県立三方青年の家　多目的ホー
ル

240
鳥浜貝塚発見50周
年記念講座

53 自然環境
＜講演＞『The earth is our garden　～地
球は私たちの庭～』

ベニシア・スタンリー・スミス（ハーブ研
究家）

平成24年（2012）
2月24日（金）
19:00～21:00

パレア若狭　音楽ホール 415

＜基調報告＞①『若狭町ユリ遺跡の平地
住跡』

小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸
員）

＜基調報告＞②『若狭町ユリ遺跡の丸木
舟』

清水孝之（福井県教育庁埋蔵文化財調
査センター　主任）

＜基調報告＞③『新潟県青田遺跡の縄

文時代のくらし』

　荒川隆史（新潟県教育庁文化行政課

専門調査員）

＜シンポジウム＞『ミニシンポジウム　縄
文時代の丸木舟と水辺のムラ』

山田昌久（首都大学東京都市教養学部

教授）/荒川隆史（新潟県教育庁文化行
政課　専門調査員）/清水孝之（福井県
教育庁埋蔵文化財調査センター　主任）

/小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸
員）

55 歴史文化
『細川幽斎と若狭　―文人との交流を中
心にして―』

小髙道子（中京大学国際教養学部　教
授）

平成24年（2012）
7月22日（日）

13:30～15:00

若狭町歴史文化館　2階講堂 80

＜講演１＞『水月湖ボーリング調査報告
会　湖のしましまからわかること　2006年

の水月湖ボーリング調査とその研究展
望』

中川　毅（英国ニューカッスル大学地理

学教室　教授）

＜講演２＞『水月湖ボーリング調査報告
会　湖のしましまからわかること　2012年
の水月湖ボーリング調査とその研究展

望』

多田隆治（東京大学大学院理学系研究
科地球惑星科学専攻　教授）

57 縄文文化
＜講演＞『宮城県東松島市の縄文時代と

いま』

菅原弘樹（奥松島縄文村歴史資料館

館長）

平成24年（2012）

9月1日（土）
10:00～11:30

パレア若狭　研修室 35

＜講演＞『オオカミの護符』

＜上映＞映画「オオカミの護符-山びとと
里びとのあわいに-」

59 伝統文化
＜公演＞『第4回　若狭町伝統文化のつ

どい』

御陣乗太鼓保存会「御陣乗太鼓」（石川
県輪島市）/豊栄の舞（若狭町闇見神
社）/一人翁（若狭町倉座）/てっせん踊

り（若狭町熊川）/六斎念仏（若狭町三
宅）

平成24年（2011）
11月18日（日）

13:30～15:30

パレア若狭　音楽ホール 455

＜講演＞『環境考古学まるわかり講座』
①「ユリ遺跡と縄文丸木舟」

山田昌久（首都大学東京大学院　教授）

＜講演＞『環境考古学まるわかり講座②

「水月湖年縞とその可能性」

中川　毅（英国ニューカッスル大学地理

学教室　教授）

61 歴史文化
『みんなでつくる歴史遺産発見の旅－文

化合宿の取り組みから－』

瀬戸　達（NPO法人歴まちセンター大聖

寺　事務局長）

平成25年（2013）

7月27日（土）
13:30～15:30

若狭町内の歴史遺産スポット・若狭

町歴史文化館　2階　講堂
40

62 縄文文化
＜講話と実習＞『縄文人に学ぶ食育講座
―縄文食調理実習―』

大野文子（若狭町食生活改善推進員）
平成25年（2013）
8月11日（日）
13:30～15:30

若狭三方縄文博物館/縄文ロマン
パーク

36

＜トーク＞『文化につつまれたまちで』

伊与登志雄（福井新聞社　文化生活部
長・論説委員）/辛島美登里（シンガーソ

ングライター・おじゃんせ霧島観光大使）
/小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸
員）

＜演奏＞ピアノ弾き語りライブ
辛島美登里（シンガーソングライター・お
じゃんせ霧島観光大使）

64
自然環境/
歴史文化

＜講演＞『若狭の宝―自然遺産と文化遺
産を活かす新しいまちづくり―』

西村幸夫（東京大学先端科学技術研究
センター　所長）

平成25年（2013）
10月5日（土）
14:00～15:30

パレア若狭　研修室A 60

65
三方五湖/
自然環境

＜講演＞『まちづくりに活かす大地の物
語』

柴田　伊廣（文化庁記念物課　技官）
平成26年（2014）
7月12日（土）

13:30～15:00

若狭町内のジオサイト/若狭町三方
縄文博物館　シアター

60

66 三方五湖
＜講演＞『標準時計の先にあるもの　―

水月湖プロジェクトの新展開―』

中川毅（立命館大学古気候学研究セン

ター長）

平成26年（2014）
8月3日（日）

14:00～15:30

三方ショッピングセンター　レピアホー

ル
80

水月湖年縞掘削調

査関連講座

67 縄文文化
＜講話と実習＞『縄文人に学ぶ食育講座

―縄文食調理実習―』
大野文子（若狭町食生活改善推進員）

平成26年（2014）

8月24日（日）
9:30～12:00

若狭三方縄文博物館/縄文ロマン

パーク
20

68 伝統文化
＜講演＞『第5回　若狭町伝統文化のつ

どい』

鯖江人形浄瑠璃近松座「寿式三番叟」
「日高川入相花王　渡し場の段」（鯖江
市）/雲浜獅子（小浜市）/浦安の舞（若

狭町宇波西神社）/宇波西神社　王の舞
（若狭町海山）/奉納太鼓（若狭町井ノ

口）

平成26年（2014）

11月16日（日）
13:30～15:30

パレア若狭　音楽ホール 435

69
自然環境/

歴史文化
＜講演＞『ふるさとの風景づくり』

進士五十八（ランドスケープ専門家　福

井県里山里海湖研究所所長）

平成27年（2015）
2月14日（土）

13:30～15:30

三方ショッピングセンター　レピアホー

ル
110

縄文文化54

三方五湖56

自然環境58

三方五湖/
縄文文化

60

自然環境/
歴史文化

63

小倉美惠子（㈱ささらプロダクション代
表　映画プロデューサー）

平成25年（2013）
3月23日（土）

10:10～12:00

平成25年（2013）
9月7日（土）
14:00～15:40

平成24年（2012）
6月10日（日）
10:00～15:00

平成24年（2012）
8月5日（日）

13:00～15:00

平成24年（2012）

9月8日（土）
10:00～15:00

若狭三方縄文博物館　シアター

三方ショッピングセンター　レピアホー

ル

若狭三方縄文博物館　シアターおよ
び講座室

若狭三方縄文博物館　講座室

パレア若狭　音楽ホール

65

71

100

300

43

若狭三方縄文博物
館リニューアルオー

プン記念講座

ユリ遺跡発掘調査
関連講座

水月湖年縞掘削調

査関連講座
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テーマ 演題・公演 講師・団体（所属等は当時） 日時 会場(名称は当時) 参集人員 備考

70 歴史文化
＜講演＞『地域の歴史資料を守り、地域
を未来へ継なごう－古文書を通じて－』

多仁照廣（涛声学舎舎主・元敦賀短期
大学教授）

平成27年（2015）
6月14日（日）

13:30～15:00

若狭町役場上中庁舎　第1会議室 45

71 三方五湖
＜船上解説・講演＞『水月湖研究の新展
開―止まらない正の連鎖―』

中川　毅（立命館大学　古気候学研究
センター長）

平成27年（2015）
8月9日（日）

11:15～
12:00/13:30～

15:00

若狭町観光船レイククルーズ船上・
若狭三方縄文博物館　シアター

46/50

72 伝統文化
＜公演＞『第6回　若狭町伝統文化のつ
どい』

壬生六斎念仏保存会「壬生六斎念仏」
(京都市)/高島音頭保存会「高島音頭」

(高島市)/天満神社大太鼓奉納(関区)/
田の神祭り(天徳寺区)/鯖江人形浄瑠

璃「近松座」（鯖江市）

平成27年（2015

年）11月14日
（土）15:00～～
17:00

パレア若狭　音楽ホール 420

＜レクチャー＞『向山古墳発掘調査回想』 永江寿夫（若狭町歴史文化課　課長）

＜基調報告①＞『向山古墳群の時代』 入江文敏(関西大学文学部非常勤講師)

＜基調報告②＞『「向山１号墳整理の重
要所見と若狭における近年の古墳調査』

高橋克壽(花園大学文学部文化遺産学
科教授)

＜基調報告③＞『韓国から見た向山１号

墳と北陸の渡来文化』
朴　天秀氏(慶北大学校　教授)

＜シンポジウム＞『向山古墳の世界』「新
たな若狭の古墳時代像にせまる」

永江寿夫（若狭町歴史文化課　課長）/

高橋克壽(花園大学　教授)/入江文敏
(関西大学　非常勤講師)/朴　天秀(慶
北大学校　教授)

74
三方五湖/
自然環境/

歴史文化

＜講演＞『昔の水辺の風景画のお話』 富田涼都（静岡大学　准教授）
平成28年（2016）
1月10日（日）

14:00～16:00

三方ショッピングセンター　レピアホー
ル

35

75 縄文文化
＜講演＞『小竹貝塚の世界―縄文人の

集落・墓・貝塚―』

町田賢一（公益財団法人富山県文化振

興財団埋蔵文化財調査事務所　主任）

平成28年（2016）

3月12日（土）
13:30～15:30

若狭三方縄文博物館　シアター 50

＜船上解説＞『湖と周辺環境の歴史と自

然再生－三方五湖と北潟湖の近年の調
査から－』

北川淳子（福井県里山里海湖研究所
主任研究員）

＜講演１＞『湿地の自然再生－三方五湖
の自然の恵みを守り伝える－』

石井　潤（福井県里山里海湖研究所
研究員）

＜講演２＞『日本海側の開発と森林－塩

づくりと荘園の発達－』

北川淳子（福井県里山里海湖研究所

主任研究員）

77 古墳文化

＜講演・現地解説＞『近年の若狭の古墳

発掘調査報告　日本を代表する脇袋古墳
群の重要性』

高橋克壽（花園大学文学部日本遺産学

科）

平成28年（2016）

9月11日（日）
13:30～15:30

若狭町瓜生公民館・若狭町脇袋古墳

群
38

78 町並み
＜講演①＞『日本遺産と鯖街道』
＜講演②＞『日本遺産と鯖街道、そして

三方五湖』

西村幸夫（東京大学大学院工学系研究
科　教授）

平成28年（2016）

10月12日（水）
9:40～

10:30/11:25～
12:15

若狭町立上中中学校　体育館/若狭
町立三方中学校　体育館

254/242
日本遺産「御食国
若狭と鯖街道」認定

関連講座

79 伝統文化
＜公演＞『第7回　若狭町伝統文化のつ
どい』

障がい者長崎打楽団「瑞宝太鼓」（社会

福祉法人　南高愛隣会）/祭囃子（若狭
町無悪）

平成28年（2016）

10月16日（日）
13:30～15:30

パレア若狭　音楽ホール 400

80 縄文文化 ＜講演＞『鳥浜貝塚の植物資源利用』
佐々木由香（株式会社パレオ・ラボ　統
括部長　環境学博士）

平成28年（2016）
11月6日（日）
13:30～15:30

若狭三方縄文博物館　シアター 20

81 三方五湖

＜講演①＞『水月湖年縞とその将来的展
望』

＜講演②＞『水月湖年縞とその将来的展
望』

中川　毅（立命館大学　古気候学研究

センター長）

平成29年（2017）
5月10日（水）

9:40～
10:30/11:40～
12:30

若狭町立上中中学校　体育館/若狭

町立三方中学校　体育館
231/255

82 三方五湖
＜講演＞『三方五湖のシジミ―シジミの
分布を通して三方五湖の歴史と将来を考

える―』

宮本　康（福井県里山里海湖研究所
研究員）

平成29年（2017）
7月9日（日）

13:30～15:00

若狭三方縄文博物館　シアター 35

83 古墳文化
＜講演・現地解説＞『古墳の整備と保存
活用』

若狭　徹（明治大学文学部　専任准教
授）

平成29年（2017）
8月26日（土）

9:00～
12:00/13:30～

15:00

町内古墳・若狭町歴史文化館　展示
室・歴史文化館講堂　2階　講堂

30
脇袋丸山塚古墳発
掘調査関連講座

84
町並み/歴

史文化

＜講演＞『歴史遺産を活かしたまちづくり

と観光』

米山淳一（地域遺産ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ・公益
社団法人横浜歴史資産調査会常務理

事・事務局長）

平成29年（2017
年）9月16日（土）

13:30～15:00

パレア若狭　研修室 40

85 伝統文化
＜公演＞『第8回　若狭町伝統文化のつ

どい』

越中五箇山こきりこ唄保存会「こきりこ

節」（富山県南砺市）/祭囃子（若狭町
末野）

平成29年（2017）

10月15日（日）
13:30～15:30

パレア若狭　音楽ホール 400

86 縄文文化
＜講演＞『縄文時代の年代測定の最前
線－鳥浜貝塚の再調査から見えてきた人
と植物との関係史－』

工藤雄一郎（国立歴史民俗博物館准教
授）

平成29年（2017）
11月12日（日）
13:30～15:30

若狭三方縄文博物館　シアター 32

87 縄文文化
＜講演＞『縄文時代の土器・土偶－縄文
造形の美の背景を考える－』

井出浩正（東京国立博物館主任研究
員）

平成30年（2018）
7月22日（日）

13:30～15:00

若狭三方縄文博物館　シアター 61

88 古墳文化
＜現地解説＞『バスでめぐる若狭町の古
墳現地見学会―古墳の見方と活かし方

―』

林　正憲（独立行政法人国立文化財機
構 奈良文化財研究所 都城発掘調査部

主任研究員）

平成30年（2018
年）8月19日（日）

9:00～12:00

町内古墳・若狭町歴史文化館　展示

室
20

古墳文化73

三方五湖/

自然環境
76

平成27年（2015）
11月22日（日）

13:30～16:10

平成28年（2016）

8月7日（日）
13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階　講堂

若狭町観光船レイククルーズ・若狭

町三方縄文博物館　シアター
14/21

58
向山1号墳発掘調
査報告書刊行関連

講座



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 演題・公演 講師・団体（所属等は当時） 日時 会場(名称は当時) 参集人員 備考

＜報告１＞『三方五湖エリアの弥生時代
の古環境復元』

北川淳子（福井県年縞博物館　学芸員）

＜報告２＞『三方五湖エリアの弥生時代
の考古学的情報』

小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸
員）

＜基調講演＞「地質学と環境考古学のコ

ラボレーション」

中川　毅（立命館大学古気候学研究セ

ンター　センター長・教授）

＜鼎談＞『シンポジウム　三方五湖の古
環境と古代人のくらしを考える』

小島秀彰（若狭三方縄文博物館　学芸

員）/中川　毅（立命館大学古気候学研
究センター　センター長・教授）/北川淳
子（福井県年縞博物館　学芸員）

90 伝統文化
＜公演＞『第9回若狭町伝統文化のつど

い』

石見神楽長浜社中「石見神楽大蛇」
（島根県浜田市）/　郡上踊り保存会「郡

上おどり」（岐阜県郡上市）/多由比神社
の王の舞・エッサカエット（若狭町田井）

平成30年（2018）
10月21日（日）

13:30～15:30

パレア若狭　音楽ホール 400

91 歴史文化 ＜講演＞『日本の心と忍者の精神』
川上仁一（甲賀伴党21代宗師家・三重
大学社会連携研究センター　特任教授）

平成31年（2019）

2月24日（日）
13:30～15:00

若狭町歴史文化館　2階　講堂 110

92
三方五湖/
自然環境

＜講演＞『古い年代を酸素で調べる新し
い方法―東黒田埋没スギ・丸岡城天守の
年代－』

箱崎真隆（国立歴史民俗博物館研究
員）

令和元年（2019）
7月21日（日）
13:30～15:00

若狭三方縄文博物館　シアター 40

93 歴史文化 ＜講演＞」『光秀・幽斎と熊川』
稲葉継陽（熊本大学永青文庫研究セン
ター長　教授）

令和元年（2019）
9月29日（日）

13:30～15:00

若狭町歴史文化館　2階　講堂 94

94 伝統文化
＜公演＞『第10回若狭町伝統文化のつど

い』

長畝日向神楽保存会「長畝日向神楽」
（坂井市丸岡町）/太鼓囃子（若狭町伊

良積）/　三宅太鼓会「棒振り大太鼓」
（若狭町）

令和元年（2019
年）10月20日

（日）13:30～
15:30

パレア若狭　音楽ホール 200

95 古墳文化
＜講演＞『史跡古墳の世界遺産認定－
大阪、百舌鳥・古市古墳群　世界のなか
の巨大墓群－』

一瀬和夫（京都橘大学大学院文学研究
科　教授）

令和元年（2019）
2月23日（日）
13:30～15:00

若狭町歴史文化館　2階　講堂 45

96 伝統文化
＜映像上映＞『第11回若狭町伝統文化
のつどい』

明神ばやし（越前町　明神ばやし保存
会）／王の舞（若狭町藤井　藤井天満社

例祭神事保存会　）
／シテナ踊り（若狭町鳥浜　鳥浜伝統文

化を守る会」）

令和2年（2020）
10月17日（土）～

10月25日日）
9:00～20：00の

間、随時

パレア若狭図書館前にて随時上映 －

97 縄文文化
＜講演・鼎談＞『福井県内縄文遺跡調査
と鳥浜貝塚研究の現在』

田中 祐二 （福井県立一乗谷朝倉氏遺

跡資料館主任）／
鯵本 眞友美 （福井県立若狭歴史博物
館主任）／小島秀彰（若狭町歴史文化

課）

令和2年（2020）
10月25日（日）
13:30～15:30

若狭三方縄文博物館　講座室 40

98 古墳文化
＜講演＞」『史跡西塚古墳とその対外交

流について』

入江 文敏 (関西大学非常勤講師)／近

藤　匠（若狭町歴史文化課）

令和2年（2020）

11月22日（日）
13:30～15:30

若狭町歴史文化館　2階　講堂 60
史跡西塚古墳現地

説明会を同日開催

99 伝統文化
＜講演＞『若狭の来訪神－キツネガリと
キツネガエリ、戸祝いのはじまり－』

金田　久璋（日本地名研究所所長　民
俗学者）

令和2年（2020

年）12月13日
（日）13:30～

15:00

若狭町歴史文化館　2階　講堂 60

100
歴史・有形

文化財

＜講演＞『三方石観世音の手形・足形等

奉納品』

神野　善治（武蔵野美術大学　名誉教

授）

令和3年（2021）3
月14日（日）

13:30～15:00

若狭三方縄文博物館　講座室 20

福井県年縞博物館

開館関連講座
50若狭三方縄文博物館　シアター

平成30年（2018）

10月7日（日）
13:30～16:00

89
三方五湖/

歴史文化



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．若狭町歴史文化館企画展一覧表 
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年　度 期　間 タイトル

Ｈ19(2007) 平成19年10月27日（土）～11月25日（日） 第１回 「若狭町出土遺物の里帰り展」　

平成20年6月1日（日） ～ 8月31日（日） 第２回 若狭の賢人乾長昭展～学び舎仙崖荘の記憶～

平成20年11月1日（土）～12月25日（木） 第３回 治水の先駆者行方久兵衛展

平成21年1月6日（火） ～2月28日（土） 第４回 地図に見る若狭の変遷

平成21年7月20日（月・祝）～8月30日（日） 第５回 まが玉、はにわができるまで

平成21年9月19日 （土）～11月29日（日） 第６回 『王の舞展』～厄払いや豊年の神事芸能～

平成22年1月7日（木）～3月31日（水） 第７回 あの頃の風景と暮らし～写真が語る故郷の変化～

平成22年7月3日（土） ～8月31日（火） 第８回 糠塚古墳展～新たなる前方後円墳の発見～

平成23年9月18日（土） ～11月28日（日） 第９回 田の神祭り展

平成23年1月9日（日） ～3月31日（木） 第10回 あの頃の風景と暮らしⅡ～写真が語る故郷の変化～

平成23年5月20日（木）～8月31日（水） 第11回 役の行者展～若狭に伝わる行者信仰～

平成23年9月23日（金・祝）～11月30日（水） 第12回 今、よみがえる向山古墳の埴輪たち

平成24年1月8日（土）～3月31日（土） 第13回 あの頃の風景と暮らしⅢ～写真が語る故郷の変化～

平成24年5月22日（火）～7月16日（月・祝） 第14回 アニメ雑誌のふろく展

平成24年7月21日（土）～8月31日（金） 第15回 若狭ゆかりの人物による書画展

平成24年9月22日（土・祝）～12月2日（日） 第16回 若狭町に伝わる六斎念仏

平成25年1月6日～3月31日 第17回 むかしの学校～なつかしい学校資料いろいろ～

平成25年7月23日（火）～9月16日（月・祝） 第18回 再発見！若狭町の歴史遺産～ふるさとのお宝を活かした観光と地域づくり～

平成25年11月15日～平成26年2月2日 第19回 若狭の名工内藤源七展

平成26年5月15日（木）～8月24日（日） 第20回 細川幽斎と若狭熊川

平成26年10月21日（火）～12月26日（金） 第21回 熊川宿の問屋倉見屋～その歴史と建築～

平成27年2月14日（土）～3月31日（火） 第22回 若狭の地図から広がる世界

平成27年6月10日（水） ～8月2日（日） 第23回 日本遺産認定への道

平成27年8月12日（水） ～10月12日（月・祝） 第24回 若狭町の戸祝い・キツネガリ

平成27年11月13日（金）～ 平成28年2月28日
（日）

第25回 向山1号墳調査報告 ビフォーアフター

Ｈ20(2008)

Ｈ21(2009)

Ｈ22(2010)

Ｈ23(2011)

Ｈ24(2012)

Ｈ25(2013)

Ｈ26(2014)

Ｈ27(2015)
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年　度 期　間 タイトル

平成28年5月16日（月）～8月15日（月） 第26回 義民　松木庄左衛門の生涯～義に殉じて仁を成す～

平成28年10月15日 （土）～12月12日（月） 第27回 熊川宿重伝建選定20年のあゆみ

平成28年12月17日（土）～平成29年3月20日
（月・祝）

第28回 中国美術研究の権威 堂谷憲勇展

平成29年6月17日（土） ～8月31日（木） 第29回 若狭能倉座～能を継承する者たち～

平成29年9月14日（木）～12月17日（日） 第30回 歴史文化館　館蔵品展

Ｈ30(2018) 平成30年6月24日（日）～9月30日（日） 第31回 幕末三舟書画展

平成31年4月27日（土）～6月30日（日） 第32回 ふりかえる若狭町の古墳調査

令和元年7月21日（日）～9月30日（月） 第33回 戦国の若狭「光秀がくる」

令和元年10月19日（土）～12月27日（日） 第34回 熊川葛の製作と商い

令和2年2月1日（土）～4月5日（日） 第35回 三方五湖のウナギとシジミの歴史展

令和2年10月1日（木）～12月28日（月） 第36回 あの頃の風景と暮らしⅣ　～故郷の懐かしい写真を再び～

令和3年2月1日（月）～4月10日（土）
第37回 史跡西塚古墳発掘調査　速報展
　　　　　　～王家の谷に佇む西塚古墳の発掘調査成果について～

R2
(2020)

Ｈ29(2017)

Ｈ31/R1
(2019)

Ｈ28(2016)
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年 度 期 間 タイトル

平成12年4月28日（金）～5月28日（日） 開館記念特別展　河姆渡遺跡と鳥浜貝塚の交流展

平成12年11月3日（金）～平成13年3月25日（日） 秋季館蔵品展　三方町の弥生遺跡

平成12年4月28日（金）～9月30日（土） 土器の径　春季　北信越の縄文土器

平成12年10月7日（土）～平成13年3月20日（火） 土器の径　秋季　西日本の縄文土器

平成13年4月29日（日）～9月24日（月） 開館1周年記念特別展　よみがえるハニワ工場‐高槻市の埋蔵文化財展‐

平成13年11月3日（土）～平成14年3月17日（日） 秋季館蔵品展　三方町の古墳時代

平成13年4月6日（金）～9月16日（日） 土器の径　春季　多摩丘陵から武蔵野台地の縄文土器

平成13年9月22日（土）～平成14年3月17日（日） 土器の径　秋季　奥東京湾の縄文土器

平成14年4月28日（日）～8月18日（日） 春季企画展　町内のちょっとむかしの写真展

平成14年9月21日（土）～11月4日（月） 秋季企画展　ムラでくらす‐縄文のムラと今のムラから‐

平成14年4月13日（土）～8月18日（日） 土器の径　春季　美濃の縄文土器

平成15年7月27日（日）～9月23日（火） 特別展　縄文人　岡本太郎展

平成15年11月2日（日）～12月7日（日） 秋季企画展　三方町の律令時代

平成15年11月2日（日）～12月7日（日） 北寺遺跡発掘調査速報展

Ｈ16(2004) 平成16年4月30日（金）～12月28日（火） 開館5周年記念展　丸木舟ができるまで

Ｈ17(2005) 平成17年10月22日（土）～11月3日（木） 縄文文化フェスティバルin若狭みかた関連企画展　縄文住居の一生‐家づくりから家の終わりまで‐

平成18年5月20日（土）～8月31日（木） 第1期企画展　三方五湖ラムサール条約登録記念　湖・川の賢明な利用‐過去から現在・未来へ‐

平成18年9月16日（土）～11月26日（日） 第2期企画展　若狭御食国の祖たち‐三方・上中地域首長墓群のすがた‐

平成19年1月20日（土）～3月31日（土） 第3期企画展　土器の展示ができるまで‐破片から何がわかるかな‐

平成19年5月19日（土）～8月31日（金） 夏季企画展　体験講座ってなんだろう‐縄文博物館体験講座展‐

平成19年9月15日（土）～12月24日（月） 秋季企画展　北寺遺跡展‐鳥浜貝塚人たちのその後‐

平成20年1月26日（土）～平成21年（2009）6月29日（日） 冬季企画展　動物展‐三方五湖周辺の生き物のいまむかし‐

平成20年7月19日（土）～9月23日（火） 夏季企画展　水と生きた数千年‐飲み水から水害まで‐

平成20年11月1日（土）～平成21年1月31日（土） 秋季企画展　きよしの古墳群展‐若狭三方の豪族墓‐

平成21年2月11日（日）～5月17日（日） 冬季特別展　みんなでつかもけぇ～　フナ・コイ追っかけ大作戦‐縄文からつづく五湖のめぐみを未来へ‐

Ｈ18(2006)

Ｈ12(2000)

Ｈ13(2001)

Ｈ14(2002)

Ｈ15(2003)

Ｈ19(2007)

Ｈ20(2008)
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年 度 期 間 タイトル

平成21年9月19日（土）～8月31日（月） 夏季企画展　木になる展示‐くらしの中の木の歴史‐

平成21年9月19日（土）～平成22年（2010）3月31日（水） 秋季企画展　むかしの食べもの展‐縄文ランチから鯖街道定食まで‐

平成21年9月19日（土）～10月18日（日） ふくい若狭薪能関連企画展　若狭町に伝わる能面展

平成22年4月29日（木・祝）～9月20日（月・祝） 春季企画展　博物館ができるまでとできてから‐若狭三方縄文博物館の10年間とこれから‐

平成22年10月8日（金）～11月21日（日） 秋季企画展　ＤＯＫＩＤＯＫＩ歩んで7年展‐若狭三方縄文博物館の11年間とこれから‐

平成23年2月1日（火）～3月21日（月）
ラムサール条約登録5周年記念環境企画展　三方五湖と周辺の生物多様性①　舞い降りた使者たち-若狭町
に飛来したコウノトリ-

平成23年4月29日（祝・金）～6月12日（日） 春季企画展　石の道具展‐今は使われない便利な道具たち‐

平成23年7月16日（土）～8月31日（水） 夏季企画展　縄文博物館で自由研究！

平成23年10月8日（土）～11月27日（日） 鳥浜貝塚発見50周年記念特別展　写真と図面で見るトリハマ

平成24年2月4日（土）～3月20日（火・祝） 冬季企画展　三方五湖と周辺の生物多様性②　ニョロっと回遊3000カイリ－三方五湖のウナギ展－

平成24年4月28日（土）～6月17日（日） 春季企画展　ユリ遺跡展‐丸木舟とともに埋もれていたムラ‐

平成24年8月11日（土）～9月30日（日） 夏季企画展　三方五湖と周辺の生物多様性③　オオカミと人‐自然からの護符‐

平成24年11月3日（土）～11月30日（金）／平成25年3月23日（土）
～7月15日（月・祝）

環境ミニ展　水月湖年縞パネル展‐湖のしましまからわかること‐

平成25年8月1日（木）～9月23日（月・祝）　 夏季企画展　縄文環境展①　‐福井県のラムサール条約登録湿地の今とこれから‐

平成26年1月7日（火）～2月2日（日） 絵画展　　むかしの水辺の絵画作品展

平成26年2月15日（土）～3月31日（月） 冬季企画展　縄文環境展②　大雨と洪水の歴史パネル展

平成26年9月13日（土）～11月30日（日）　 秋季企画展　若狭さとうみハイウェイの遺跡＆縄文時代の動物園・鳥浜貝塚

平成27年2月14日（土）～3月31日（火） 冬季企画展　型の展示－立体コピーづくりの歴史－

平成27年10月7日（水）～11月3日（火・祝）　 秋季企画展　向山1号墳の世界-国際色あふれる若狭の前方後円墳-

平成28年1月25日（月）～4月8日（金） 絵画展　　むかしの水辺の絵画作品展

Ｈ28(2016) 平成28年10月22日（水）～12月4日（日）　 秋季企画展　鳥浜貝塚なう！－発掘調査終了から30年－

平成29年4月30日（木）～6月7日（水） 春季企画　縄文わなげ

平成29年10月28日（土）～12月3日（日）
秋季企画展　縄文時代の自然科学分析
－土器の年代や素材の情報はどうやってしらべるの？－

平成30年9月15日（土）～11月4日（日） 秋季企画展　三方五湖と共に生きた弥生時代－なりわい・気候・まつり－

平成30年11月17日（土）～平成31年1月20日（日）
福井県年縞博物館開館記念特別企画展　最初の福井人
－ヒトは、いつどこで誕生し、どんな旅路を経て日本へ、福井へやってきたのか－

Ｈ27(2015)

Ｈ29(2017)

Ｈ30(2018)

Ｈ21(2009)

Ｈ22(2010)

Ｈ23(2011)

Ｈ24(2012)

Ｈ25(2013)

Ｈ26(2014)
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年 度 期 間 タイトル

令和元年6月15日（土）～7月22日（月） 春季企画展　三方五湖のウナギとシジミの歴史展

令和元年8月1日（木）～9月30日（月） 特別企画展　古代エジプト文明　－気候変動と水辺の民－

令和元年11月2日（土）～令和2年3月1日（日） 秋季企画展　「ふりかえる若狭町の古墳調査Ⅱ」

令和2年3月7日（土）～4月5日（日） 春季企画展　「三方石観世音の御手足－御手足形に込めた祈りの習俗－」

令和2年5月21日（木）～8月31日（月） 夏季企画展　「三方石観世音の御手足－御手足形に込めた祈りの習俗－」

令和2年9月19日（土）～11月23日（月・祝） 秋季企画展　「若狭町の遺跡調査20年－2001～2019年調査の遺跡－」

令和2年9月19日（土）～11月23日（月・祝） 特別企画展　「シマシマが語る46億年の歴史」

R2

(2020)

Ｈ31/R1

(2019)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．文化財の所有者・管理者アンケート結果 



 

 

 

１．アンケートの実施概要 

（１）目的 

指定、登録されている町内の文化財の所有者・管理者を対象として、保管・管理の現状を把握

するとともに、保存活用に関する課題や今後の意向等を明確にすることを目的に、所有・管理に

かかるアンケートを実施する。現状の課題を改めて明確にするとともに、保存・活用に関する所

有者・管理者の意向を地域計画に反映し、計画にもとづく取組み実施に向けた所有者・管理者と

の協働の体制づくりにつなげる。 

 

（２）対象 

指定・登録文化財（195 件）の所有者または管理者に配布（226 件） 

  有形文化財：169 件、無形文化財 57 件 

 

（３）実施時期 

2020 年 5月 

 

（４）実施方法： 

 返信用封筒を同封して、アンケート用紙を郵送。 

 メールでの回答も可とした。 

 

（５）設問 

 次頁意向を参照。 

 

（６）アンケート回答数 

 合計 208 件   

  有形文化財：154 件、無形文化財 54 件 

 

  



 

 

 

文化財所有者・管理者アンケート（有形文化財） 

 

文化財名称  

所在地（住所）  

所有者・管理者  

ご担当者（ご記入者） 

所属・役職 氏名 

  

ご連絡先 

（電話・Ｅmail など） 
 

 

 

 

下記の質問について、最もあてはまる項目に印（✓または〇）をつけてください。 

 

Ⅰ．文化財の保存・活用に関する現在の状況についてお聞かせください。 

１．文化財の状態について教えてください。 

  ☐良好   ☐老朽化・毀損あり   ☐修復等が必要   ☐滅失   ☐その他 

２．文化財の保管・管理の状況について教えてください。 

  ☐屋外  ☐屋内（公開）  ☐屋内（倉庫等に収蔵）  ☐その他 

３．文化財の公開の状況について教えてください。 

  ☐一般公開（無料）  ☐一般公開（有料）  ☐期間を決めて一時的に公開 

  ☐問い合わせ等あれば公開  ☐非公開  ☐その他 

４．文化財の保存・活用に関して地域の方々の関わりはありますか？ 

  ☐とてもある  ☐ややある  ☐あまりない  ☐全くない  ☐その他 

  



 

 

 

Ⅱ．保存に関する現在の課題についてお聞きします。 

１．文化財の保存に関して困難や不安を感じることがありますか？  

    

 

２．保存にかかる日常的な手間（清掃や点検など）が課題と感じていますか？  

 

 

３．保存にかかる費用の負担が課題と感じていますか？  

 

 

 ４．保存の担い手（後継者）がいなくなってしまうことが課題と感じていますか？  

 

 

 ５．自然災害や火災等に対する備えが課題と感じていますか？  

 

 

 ６．防犯に対する対策が課題と感じていますか？  

 

 

 ７．文化財の老朽化（保全、修繕）への対策が課題と感じていますか？  

 

 

 ８．見学者希望者等への対応（案内や情報提供など）が課題と感じていますか？  

 

 

 ９．保存活用に関する専門的な知識が不足していることが課題と感じていますか？  

 

 

 10．文化財の価値に対する評価が十分ではないことが課題と感じていますか？  

 

  

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 



 

 

 

Ⅲ．文化財のこれからの保存に関する意向についてお聞きします。 

 １．現在と変わらず保存（保管）していく予定ですか？  

 

 

 ２．保存に関して、地域の方々や専門家などの協力のもと体制を強化する必要があると思いますか？ 

 

 

 ３．文化財の現在の状況についてきちんと記録したいと思いますか？  

 

 

 ４．町などに寄贈・寄託したいと思いますか？  

 

 

※既に寄贈・寄託されている場合は、寄贈先をご記入ください 

 

Ⅳ．文化財のこれからの活用に関する意向についてお聞きします。 

 １．現在よりも、もっと積極的に活用していきたいと思いますか？  

 

 

 ２．観光などで訪れる地域内外の見学者に対して積極的に公開、対応していきたいと思いますか？ 

 

 

 ３．地域の方々や子ども達に積極的に伝えていきたいと思いますか？  

 

 

 ４．地域のまちづくり活動等に積極的に活用していきたいと思いますか。 

 

 

 ５．地域内外に対してもっと積極的に情報発信していきたいと思いますか。 

  

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 



 

 

 

 ６．学術的な研究に協力していきたいと思いますか。 

 

 

 ７．他の文化財等の地域資源と連携していきたいと思いますか。  

 

 

 

Ⅳ．その他、文化財の保存活用に関して、積極的に取り組んでいきたいことや要望等をお書きく

ださい。 

  （自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

  

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 



 

 

 

文化財所有者・管理者アンケート（無形文化財） 

 

文化財名称  

所在地（住所）  

所有者・管理者 

（保存会等名称） 
 

ご担当者・ご記入者 

所属・役職  ※あれば 氏名 

  

ご連絡先 

（電話・Ｅmail など） 
 

 

下記の質問について、最もあてはまる項目に印（✓または〇）をつけてください。 

 

Ⅰ．文化財の保存・活用に関する現在の状況についてお聞かせください。 

１．文化財指定後の状況について教えてください。 

  ☐全く変化していない  ☐やや変化（簡素化）した ☐かなり変化（簡素化）した 

  ☐休止中  ☐その他 

２．見学希望者等への対応は行っていますか？ 

  ☐積極的に行っている  ☐問合せ等があれば行っている  ☐行っていない 

  ☐その他 

３．保存会等の構成を教えてください（複数回答可）。 

  ☐氏子または檀家  ☐区民  ☐講  ☐有志  ☐外部の協力者 

  ☐その他（          ） 

４．保存会等の世代ごとの人数を教えてください。 

  １０代以下（   ）名 ２０代（   ）名 ３０代（   ）名 ４０代（   ）名 

  ５０代（   ）名 ６０代（   ）名 ７０代（   ）名 ８０代以上（   ）名 

  合 計（   ）名 

  



 

 

 

Ⅱ．保存に関する現在の課題についてお聞きします。 

１．文化財の保存・継承に関して困難や不安を感じることがありますか？  

    

 

２．日常的な手間（道具や衣装の管理等）が課題と感じていますか？ （選択番号：   ） 

 

 

３．実施するための費用の負担が課題と感じていますか？ 

 

 

 ４．担い手（後継者）の確保が課題と感じていますか？ 

 

 

 ５．次世代への伝承方法が課題と感じていますか？ 

 

 

 ６．道具等の老朽化への対策（修繕等）が課題と感じていますか？ 

 

 

 ７．見学者希望者等への対応（案内や情報提供など）が課題と感じていますか？ 

 

 

 ８．文化財に対する理解が十分ではないことが課題と感じていますか？ 

 

 

 

  

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 



 

 

 

Ⅲ．文化財のこれからの保存に関する意向についてお聞きします。 

 １．現在と変わらず保存・継承していく予定ですか？  

 

 

 ２．専門家などの地域外の方々の協力のもと実施体制を強化する必要があると思いますか？ 

 

 

 ３．現在の状況についてきちんと記録したいと思いますか？  

 

 

 

 

Ⅳ．文化財のこれからの活用に関する意向についてお聞きします。 

 １．現在よりも、もっと積極的に活用していきたいと思いますか？  

 

 

 ２．観光などで訪れる地域内外の見学者に対して積極的に公開、対応していきたいと思いますか？ 

 

 

 ３．地域の方々や子ども達に積極的に伝えていきたいと思いますか？  

 

 

 ４．地域のまちづくり活動等に積極的に活用していきたいと思いますか。 

 

 

 ５．地域内外に対してもっと積極的に情報発信していきたいと思いますか。 

 

 

 ６．学術的な研究に協力していきたいと思いますか。 

 

 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

 ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐  ☐  ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐  ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 



 

 

 

 ７．他の地域資源と連携していきたいと思いますか。 

 

 

 

Ⅴ．その他、文化財の保存活用に関して、積極的に取り組んでいきたいことや要望等をお書きく

ださい。 

  （自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

  

そう思う やや思う あまり思わない まったく思わない その他 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 



 

 

 

２．アンケート結果まとめ 

 

【有形文化財】 

・文化財の現状については、約半数が老朽化・毀損等の問題を抱えている。建造物・石造物・

記念物は屋外にあり、公開されているものが多いが、一方で老朽化が課題となっている傾向

がある。一方で、美術工芸品については、屋内で保管・収蔵されているものも多く、状態が

良好なものも多い。また、常時は公開されていない文化財も多い。 

 

・現在の課題については、約 7割の所有者等が不安や困難を感じている。種別ごとにみると、

特に記念物に関してその割合が高い。困難や不安を感じている項目については、自然災害・

火災、担い手（後継者）、老朽化が多く挙げられている。 

 

・保存の意向については、約 8 割の所有者等が現在と変わらず保存していく意向を有してお

り、所有者や関係する方々に大切にされていることがわかる。一方で、寄贈・寄託の意向を

有している所有者もおり、当該文化財については丁寧な対応が必要である。 

 

・活用に関しては、約 6割の所有者等がより積極的な取り組み意向を有しているが、「思わな

い」所有者等も多く、意向は分かれている。また、種別によっても異なっており、建造物や

石造物は積極的な活用を有している傾向がある。子ども達への伝達や学術的研究への協力、

などは積極的に取り組む意向が多いが、観光対応や情報発信等については意見がわかれてい

る。 

 

・自由記述では、文化財としての価値の前に、信仰の対象・心の拠り所として大切にされて

おり、また、情報発信や見学者等が増えることによる手間や経費、必要設備が増えることに

対する危惧があげられている。また、資金に関して、ボランティアではなく、きちんとした

収益性の構築を望む意見が出されている。 

 

 

【無形文化財】 

・文化財指定後、半数近くが変化（簡略化）しており、休止された文化財もある。多くが、区

民（子ども会等を含む）や氏子・檀家により行われており、子どもなど地域における担い

手の減少による変化や休止を危惧せざるを得ない状況である。また、多くが地域内の行事

としての認識が高く、積極的な情報発信等を行っている取り組みは少ない。 

 

・現在の状況について、約 8 割の団体等が困難や不安を感じている。その要因としては、子

どもなどの行事の担い手不足、継承する人材不足があげられている。一方で、日常的な手

間、費用負担、見学希望者対応などは、課題としてあげられた件数が少なかった。 



 

 

 

 

・保存の意向に関しては約 8割が保存の意向を有しているが、「思っていない」取り組みもあ

り、個別に丁寧な支援等が必要である。保存に関して必要なこととして、現状の記録を求

めるものが多い。既に若狭町伝統文化保存協会により「戸祝い・キツネガリ」については

調査が行われているが、形態が変化せざるをえない状況下において、他の文化財について

も、またより詳細に、記録をしていくことが求められている。 

 

・活用の意向に関しては、約 8割が意向を有していない。活用の目的としては、「子どもへの

伝達」が最も高い割合であげられている。そのほか地域のまちづくり活動への活用が高く、

地域コミュニティの中できちんと取り組んでいく意識が高くなっている。 

 

・自由記述では、少子高齢化による担い手不足に加えて、地域内の関係者での取り組みの価

値や意味の共有や継承が課題としてあげられている。 

  



 

 

 

３．アンケート結果 

【有形文化財】 

回答数：154 件（169） 

 ［内訳］建造物   ： 9件（9） 

     石像物   ：14件（14） 

  美術工芸品   ：85件（100） 

  有形民俗文化財 ： 2件（2） 

  記念物   ：43件（43） 

  伝統的建造物群 ： 1件（1） 

 ※（）はアンケート送付数 

 

Ⅰ．文化財の保存・活用に関する現在の状況 

Ⅰ-1．文化財の状態 

文化財の現在の状態については、「良好」が 51%であ

り、「老朽化・毀損あり」（35％）と「修繕等が必要」

（12%）を合わせて 47%が問題を抱えている。なお、「滅

失」の回答はなかった。 

種別ごとに見ると、美術工芸品は「良好」が 60%と他

の種別と比較して割合が多い。一方で、建築物・石造物

は老朽化等が課題となっている文化財の割合が多く、

「老朽化・毀損あり」と」「修繕等が必要」をあわせる

と 61%となっている。 

 

 

 

Ⅰ－2．文化財の保管・管理の状況 

文化財の保管・管理の状況については、「屋外」が最

も多く、44%であり、次いで「屋内（公開）」が 29%、屋

内（倉庫等に収蔵）が 25%となっている。屋内外であわ

せて 73%の文化財が公開されていることになる。 

種別ごとにみると、“建造物”“石造物”“記念物”は

基本的に屋外にあるが（記念物の屋内は、若狭縄文博物

館内に展示されている大谷古墳、城山古墳の 2件）、“美

術工芸品”については、多くが屋内で保管・管理されて

おり、「屋内（公開）」が 52%、「屋内（倉庫等に収蔵）」

が 44%となっている。 

 

74, 

51%51, 

35%

18, 

12%

3, 2%

Ⅰ-1．文化財の状態

良好 老朽化・毀損あり

修復等が必要 滅失

その他

62, 

44%

42, 

29%

35, 

25%

3, 2%

Ⅰ-2．保管・管理の状況

屋外 屋内（公開）

屋内（収蔵） その他



 

 

 

Ⅰ－3．公開の状況 

文化財の公開の状況については、「一般公開（無

料）」が 53%と最も多く、次いで「問合わせがあれ

ば公開」が 20%となっている。「一般公開（有料）」

とあわせると、76%の文化財が常時見学等可能な状

況である。「非公開」は 6%である。 

種別ごとにみると、“建造物”“石造物”“記念物”

は「一般公開（無料）」が多数を占め、“美術工芸品”

は、「問合せがあれば公開」が最も多く 31%、「一般

公開（無料）」が 28%、「期間限定で公開」が 23%と

文化財によって状況が様々である。 

 

 

Ⅰ－4．地域との関わり 

地域との関わりについては、「とてもある」「ややあ

る」が 33%、29％であり、あわせて 60%の文化財が地域

との関わりを有している。「まったくない」は 11%とな

っている。 

種別ごとにみると、「とてもある」「ややある」をあ

わせると、建造物は 67%、美術工芸品は 67%、記念物が

57%と半数以上を占めるが、石像物は、「あまりない」

が 57%となっており、地域との関わりが薄いことがわ

かる。 

 

  

77, 53%

5, 3%
17, 12%

30, 21%

9, 6%
8, 5%

Ⅰ-3．公開の状況

一般公開（無料） 一般公開（有料）

期間限定で公開 問合せがあれば公開

非公開 その他

45, 

31%

42, 

29%

43, 

29%

17, 

11%

Ⅰ-4．地域の関わり

とてもある ややある

あまりない 全くない



 

 

 

Ⅱ．現在の課題 

現在の課題について、「困難や不安を感じることがあ

るか」という問いに対して、「そう思う」が 20%、「やや

思う」が 47%であり、あわせると 67%が困難や不安を感

じている。種別ごとに見ると、特に“記念物”はその割

合が高く、“石像物”は割合が低い。 

 

困難・不安の要因となるそれぞれの項目を見てみる

と、「思う」「やや思う」が多いのは、自然災害・火災が

76%（「思う」38%、「やや思う」38%、以下同じ）、担い手

（後継者）が 73%（29%、44%）、老朽化が 72%（30%、42%）

である。一方で、見学者希望者への対応に関しては、「あ

まり思わない」が 49%と課題としてあまり認識されてい

ない。防犯に関しても、「あまり思わない」が 35％と最

も多くなっている。 

 

種別ごとで課題が異なっている。“建造物”は、費用負担、老朽化、自然災害・火災等、専門的

知識不足、が課題として多くあげられている。“石像物”は、老朽化、専門的知識不足、評価の不

十分、が多くあげられている。“美術工芸品”は、担い手（後継者）、自然災害・火災等、防犯、老

朽化、専門的知識不足、が多く挙げられている。“記念物”は、日常的な手間、費用負担、担い手、

自然災害・火災等、老朽化、専門的知識不足、があげられている。 

   

21, 

14%

60, 

41%

59, 

41%

6, 

4%

Ⅱ-2．手間

28, 

19%

57, 

39%

55, 

37%

8, 

5%

Ⅱ-3．費用負担

42, 

29%

65, 

44%

36, 

24%

5, 

3%

Ⅱ-4．担い手

30, 

20%

69, 

47%

47, 

32%

2, 1%0, 0%

Ⅱ-1．困難や不安

そう思う やや思う

あまり思わない まったく思わない

その他



 

 

 

   

 

   
 

 

 

Ⅲ．保存の意向 

Ⅲ-1．現在と変わらず保存（保管）の意向 

保存の意向に関しては、現在と変わらず保存してい

く「そう思う」が 80%を占めている。一方で「あまり思

わない」という回答が 8件（6％）あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57, 

38%

56, 

38%

32, 

22%

3, 

2%

Ⅱ-5．自然災害・火災

28, 

19%

45, 

30%

52, 

35%

23, 

16%

Ⅱ-6．防犯

45, 

30%

62, 

42%

34, 

23%

7, 

5%

Ⅱ-7．老朽化

13, 

9%

50, 

34%72, 

49%

12, 

8%

Ⅱ-8．見学希望者対応

25, 

17%

77, 

53%

39, 

27%

5, 

3%

Ⅱ-9．専門的知識不足

30, 

21%

52, 
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Ⅱ-10．評価が不十分
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Ⅲ-1．継続して保存の意向

そう思う やや思う

あまり思わない まったく思わない

その他



 

 

 

Ⅲ-2･3．保存にあたって必要なこと・望むこと 

保存にあたって必要なこととして、体制の強化（地域や専門家の協力）は「そう思う」26%、「や

や思う」33%であわせて 59%であり、記録は同様に 41%、27%であわせて 68%となり、いずれも半数

を超えている。 

文化財種別ごとに見ると、体制の強化については、“建造物”“石造物”“記念物”は割合が高く

なっている。記録については全種別について割合が高くなっている。 

  

 

Ⅲ-3．寄贈・寄託の意向 

寄贈・寄託に関しては、既に町等の所有となっている

のが、町や博物館所蔵の 22 件を除いた文化財を対象と

する。「あまり思わない」が 42%、「まったく思わない」

が 31%であわせて 73%と多数を占める。地域で大切にさ

れていることが推測される。一方で、「そう思う」と積

極的な寄贈・寄託の意向を示す回答が 9件（9％）あっ

た。特に“記念物”に関しては、寄贈・寄託を希望する

割合が高くなっている。 
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Ⅲ-4．寄贈・寄託の意向
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Ⅳ．活用に関する意向 

現在より積極的な活用に関しては、「そう思う」が

26%、「やや思う」が 30%であわせて 56%が積極的な意向

を有している。一方で「あまり思わない」が 40%を占め

ており文化財の性格等により、活用に関する意向はわか

れている。種別ごとにみると、“建造物”は「そう思う」

33%、「やや思う」56%であわせて 89%、“石造物”は「そ

う思う」8%、「やや思う」61%と高い割合となっている。 

 

活用の目的・方策の項目ごとにそれぞれ見てみると、

積極的な意向が多いのが、子ども達への伝達が 77%（「そ

う思う」52%、「やや思う」25%以下同じ）、学術的研究へ

の協力が 72%（40%、32%）となっている。一方で、観光客等の受け入れについては、「まったく思

わない」が 14%と他と比較して多くなっており、文化財ごとの性格に応じた丁寧な方策が求められ

ている。 

 

種別ごとに意向は異なり、“建造物”は、観光、情報発信、が多くあげられている。“石造物”は

子供たちへの伝達、情報発信、学術的研究への協力、他地域資源との連携、が多くあげられてい

る。“美術工芸品”は、子ども達への伝達、学術的研究への協力、が多くあげられている。“記念

物”は、子ども達への伝達、まちづくり活動等への活用、学術的研究への協力、他地域資源との

連携、が多くあげられている。 
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Ⅳ．自由記述 ※一部要約 

●現状について 

・現在、これらの文化財は観音堂の中におられます。村の住民、当番制で清掃を行っています。又、

村の住民（60～70 代前後）のの女性で構成されているグループ（梅花講）のメンバーが月に数回

利用しています。1 月 14 日に舟祈祷という行事があります。漁村なので、舟の安全を祈祷してい

ただいています。 

・これからも今まで同様に、区民の皆で手をあわせていきたいです。先祖さんからの宝物を大切に

していきたいです。 

・区の長老に確認するが、区で保管・管理していたと言う実態はないとの事。一人の長老からは、

かなり昔に旧上中町の資料館に預かってもらったと聞いた。 

・管理者も身体が老いて来た為、周辺の清掃が大変になって来ました。 

・当文化財またはその設置場所が宗教儀礼（行事）の対象物（対象場所）であり、その目的遂行のた

めのものである。 

・全国名水百選選定後、町の助成を得て設立した環境組合と協力しつつ地域文化の発展及び維持を

はかっていきたい。 

・木が成長し、根本が心配。倒木のおそれあり。 

・姫宮御前のタブノキは老朽化しているが特に手入れはしていない。隣に小祠が祀られており、現

状集落の班 5軒で持ち回りし、1年毎当番を務め、清掃、榊、幟等、姫御前講を行っている。（今

年が 5年に 1度の当番年） 

●保存活用に必要なこと 

・植物なので専門的な知識がなく、専門家に話しを聞きたい。 

・価値がわからないため重要と思っていない。現物の説明してほしい。 

・草苅り等を行っているが、年々古墳の外周が崩れているため補修をお願いしたい。 

・維持・修繕に区費を充当しているので、補助制度があれば活用したい。 

・現在管理費をいただいておりますが、今後も継続していただきますようお願いいたします。 

・庭園の整備基準が分かりにくい。当寺院は元号（天徳）下賜の伝承をもつ寺院であり、それに即

応した環境づくりを考えていきたい。 

・過去の調査によるふせんやラベルの貼り付けが多く、特に重文指定の資料については何らかの形

で除去することが必要と思う。また、一部文書は大破しているものもあり、そういった資料の補

強・修理も将来的には必要になると思われる。 
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●担い手に関すること 

・何年か先に、守って行く人がいるかどうか心配です。 

・今後も継続して管理をして行きたいと考えていますが、地権者の跡継ぎがいないため、将来、保

存の担い手（後継者）が一番心配です。 

（要望）１．看板の柵が腐食などにより壊れており、修理を希望致します。 

１．国道沿いのためゴミの投棄があります。注意看板の設置を希望致します。 

・当区で保存している観音様ですが、無住のお堂に安置されております。お堂は普段から施錠され

ておらず、観音様の管理は観音講の人（高齢女性 4～5 名）で行われていますが、後継者はいない

状況です。このアンケートの質問には私を含めて区役員 6名の意見で記入しましたが、当区も少

子高齢化が進行しており、お堂の老朽化も激しく、観音様の今後の保存・管理については、非常

に危惧しております。区役員の意見の集約として、近隣の歴史民俗資料館等の施設で保存・管理

してもらえるのが、最も相応しいとの意見にまとまりました。貴社に区の意見結果を連絡したと

ころで直ちに観音様を預かってもらえるとは思っていませんが、町の担当部署に伝えて頂くと幸

いです。 

●保存活用の課題 

・永年、17 年に一度の御開帳の時のみに公開されてきた秘仏であり、今後ともこれを守り、後世に

伝えていかなければならない。また、村人の心の拠り所、信仰の対象にもなっており、単に文化

財としてみるだけでなく、拝む対象として捉え、大事にしている貴重なものである。観音堂は木

像、観音像を安置している収蔵庫は鉄筋モルタル造となっており、何分、古い建造物なので常時

見回りをし、異常の有無に注意を払っている。秘仏で普段には一般公開していないが、今まで以

上に情報発信をして、町内外の多くの方々に関心を持っていただきたいと考えている。 

・住職や大多数の当院檀家一同にとっては、「文化財」というよりは、まず「わが寺のご本尊様」と

いう認識です。「ご本尊様」の値うちや評価が上がるのは大変喜ばしい一方で、“広く”公開し、”

いろんな”方々が拝観ということになると、セキュリティー上の問題や、場合によっては施錠（本

堂）等の必要が出るかとも思います。現在、本堂は常に開放（無施錠）されており、墓参の行き

帰りにお参り等も可能です。カメラ等の設置、防犯対策費、来場者への対応等を考えると、かな

りの経費がかかると思われ、採算を考えると、無策な情報発信等は消極的になってしまいます。 

・要望です。弊社は日本酒の製造メーカーで製造業と卸業、小売業を営みます。ご縁が有って有形

文化財の建物を管理しています。有形文化財の管理には金がかかるが、行政に全て負担してもら

うことや、管理者で全て負担することは現実的ではなく誰でも感じている大きな課題である。可

能で有れば、文化財による収益方法を考え見つけ、せめて日常の管理費を捻出する方法を見つけ

る必要性を感じる。有形文化財はそれ自体に文化的価値はあるが、有効な商業的価値が有るのか

は別の話になる。重要な文化財のある博物館にしても文化財がプラスの方向に大きく経済の一端

を担いでいるとは感じられない。今後も弊社を含め、あらゆる文化財は残さなければならないの

であれば、有形文化財を使った起業の模索を始めなければならない。かと言ってほとんどの方が

どうしたら良いかわからず今日まできています。起業の模索その為の事例の選別や、シンクタン

クの設立がまず最初に必要と考えます。弊社の場合、蔵見学によるお客様の取り込みにおいて、

蔵の一つの宣伝効果として有形文化財を使用しています。しかし、文化財価値による収益が今だ

に見つかっていない。 

・住宅なのでプライベート空間と公開空間のへだたりが困難なので、別に土地、家を購入し、リフ

ォームしましたが、大半は自己資金だったので、補助の割合をもっと多くしてくれると、今後、

文化財を修理、保存、活用していく上で助かります。現状、無料公開になっていて、ボランティ

アみたいなものなので、アルバイト料等、頂けると、積極的に公開できるかもしれません。（196） 

・現在の熊川宿の保存活動は、定年退職した OB と現役サラリーマンが中心となり支えていますが、



 

 

 

一般の集落と比較して区民の負担は大きくなっています。熊川宿で仕事をして収入を得ると共

に、相乗効果で人が集まり、そして熊川宿の町並み保存活動が、次の収入となるような好循環型

のまちづくりが必要です。熊川宿内で雇用を確保して生業を作るには、空き家や空き店舗を活用

したオフィスやお店、作業場などの人が働ける場所の確保が必要で、そのためには、空き家所有

者の理解と協力が不可欠です。観光面では、若狭地方には色々な見どころがあり、熊川宿も短時

間通過型の観光地となっており、発地型観光（団体）の皆さんからの収益で生業を創ることは困

難であり、着地型観光でお見えになる皆さんに、それなりの負担をして頂きながら、楽しんでい

ただける地域にしなければならないと考えています。幸いにも最近は、シェアオフィスや古民家

カフェ、古民家ホテル、陶芸店、彫刻店、忍者道場、リサイクルアンティークショップ、給食カ

フェなど集客力のある出店が続いており、文化財の有効活用が進んできており、相乗効果による

集客も期待されるようになってきました。若い方の出店やネット通販も対象とした出店の地域と

しても、公衆無線 LAN や無料 Wi-Fi 等のネットワークを強化し SNS の利便性向上を図らなければ

なりません。また、熊川城跡を始めとした熊川宿周辺の環境整備も行い、ゆっくりと時を過ごせ

る熊川宿を目指したいと考えています。 

●活用の具体的な意向 

・弥生時代に関する企画展を開催していきたい。 

・木柱の年代に関する学術的研究（年輪年代、酸素同位体比年代、放射性炭素年代測定）に協力し、

その成果を展示に反映してゆきたい。 

・縄文博物館常設展展示替えやリニューアルを実施したい。福井県所有のユリ遺跡出土品は一部を

借用展示しているが、将来的には町に移管し、一括保存管理・活用に供したい。 

・久しく町教育委員会へ寄託しており、私自身も確認した経験もない有様で申し訳なく思っていま

す。ぜひ一度は里帰り公開のような企画があればいいなと思っています。 

・現在は若狭三方縄文博物館に寄託しています。以前は家の蔵に置いていましたので、盗難や災害

などの心配がありましたが、今は博物館で預かって頂いておりますのでとても安心しています。

能面三番叟の他に古文書も多数預かって頂いております。古文書は 600 年以上前の物もあります

ので破損している部分もあります。寄託をお願いした時、古文書の破損部分を出来たら修正して

行きたいとお声がけして頂いておりましたが予算の都合上か今だそのままです。又、能面三番叟

は鎌倉時代のものなので若狭町指定文化財となっておりますが、県の文化財に指定して頂けるお

話をされてましたので、ぜひお願い致します。 

 

 

  



 

 

 

【無形文化財】 

回答数：54 件（57） 

 ※（）はアンケート送付数 

 

Ⅰ．現在の状況 

Ⅰ－１．指定後の状況 

指定後の変化については、「全く変化していない」が

53%で最も多いが、「やや変化した」が 33%、「かなり変

化（簡略化）した」が 8%であり、あわせて 41%が変化

（簡略化）している。「休止中」も 2件あった。半数近

くが指定時から変化している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－2．見学希望者への対応 

見学者希望者への対応は、「問合せがあれば」が 61%

で最も多く、次いで「行っていない」が 35%であり、あ

まり積極的に取組んでいる団体は少ない。 
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Ⅰ－3．保存会等の構成 

保存会等の構成については、「区民」が 30 件と最も多く、次いで「氏子・檀家」が 12件となっ

ている。「その他」については、子ども会、出身者の子、区役員という回答であった。 

 

 

Ⅰ-4．保存会等の世代ごとの人数 

※文化財ごとに別紙に整理 

 

Ⅱ．現在の課題 

困難や不安を感じることがあるかという問いに対し

ては、「そう思う」が 47%、「やや思う」が 35%、あわせ

て 82%が感じている。 

 

不安・困難の要因となるそれぞれの項目を見てみる

と、「そう思う」「やや思う」が多いのは、担い手確保が

88%（「そう思う」57%、「やや思う」31%、以下同じ）、伝

承方法が 75%（37%、38%）となっている。子どもなどの

行事の担い手や伝承できる人材といった地域の人材不

足が大きな課題となっている。一方で、見学希望者対応

は「あまり思わない」58%「まったく思わない」25%あわ

せて 83%、費用負担が同じく 55%、13%あわせて 68%、日

常的な手間が同じく 48%、6%であわせて 54%となってお

り、課題としてはあまり認識されていない。 
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Ⅲ．保存に関する意向 

Ⅲ-1．現在と変わらず保存・継承 

現在と変わらない保存・継承の意向に関しては、「そ

う思う」が 80%であり、「やや思う」もあわせた大半が積

極的な意向を示しているが、「あまり思わない」が 2 件

あり、個別に丁寧な支援も必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-2･3．保存にあたって必要なこと・望むこと 

保存にあたって必要なこととして、実施体制の強化については、「あまり思わない」59%、「まっ

たく思わない」27%であわせて 86%にぼる。現状と同様に、地域を中心に継続して実施していく意

向が強い。 

一方で、記録に関しては「そう思う」が 16%、「やや思う」が 54%であわせて 70%が意向を示して

いる。既に若狭町伝統文化保存協会により「戸祝い・キツネガリ」については調査が行われてい

るが、他の文化財についても、また、より詳細に記録をしていくことが求められている。 
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Ⅳ．活用に関する意向 

活用の意向に関しては、「あまり思わない」と 74%が回

答しており、積極的な活用の意向を持っている団体等の

割合は少ない。 

 

活用の目的・方策の項目ごとにそれぞれ見てみると、

「そう思う」「やや思う」が多いのが、子ども達への伝

達が 93%（そう思う 41%、やや思う 52%、以下同じ）と割

合が高い。次いで、まちづくり活動への活用が 41%（10%、

31%）となっている。 
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Ⅳ．自由記述 ※一部要約 

●保存活用の意向 

・今後も子ども神輿を続けて行きたい。 

・文化財としての価値観ではなく、自身が幼少の頃に経験した思い出として、子ども達にも伝承し

ていきたいという思いが強い。当区としても少子化が進んでおり、現体制で後世に伝承していく

方法が Better と考える。 

●保存活用の課題 

・どの集落にも当てはまる事だと思いますが、若者が進学等で出て行き、そのまま地元には戻らず、

集落の人口が年々減少してきいます。その為、次世代への継承が難しい状況です。幸い王の舞は

できる子どもが何年か先まではいる状態ですが、獅子舞の方は青年が昔と比べると明らかに減っ

ており、担い手の高齢化が深刻です。また、王の舞と獅子舞を教えられる人も集落には 1 人しか

おらず、教える方の後継者も考えていかないといけません。保存活用に積極的に取り組む前にこ

の課題をクリアしなければいけないと考えています。無形文化財には指定されていませんが、囃

子の奉納という伝統ある行事もありますが、これも同様の課題があります。この様な伝統文化を

守って行く為にも若者が帰って来たくなる魅力のある町づくり、特に子育て世代や高齢者が暮ら

しやすい福祉の行き届いた町づくりをお願いしたいです。 

・現在、当区では、子ども達がたくさんいるのでこういった伝統行事を通して地域についての理解

を深めてもらえたらと思います。ただ、今後は、他区でも見られる様に、子ども不足が心配です。

少なくなってきた時にどの様にして続けてくかが課題と考えています。 

・事業補助金の申請方法は以前に比べて随分簡略化されたものの、まだまだ使い勝手が悪い（少額

なら補助金を当てにしないで、当方で支出してしまうことがたびたびある。）。２～３度申請し、

当該補助金をいただくことができ、ありがたかったものの、少額の補助として自在に使える形も

残して欲しい。数年前までは、3 年に 1 度、全団体それぞれに 3 万円の給付がありました。この

形を復活して欲しい。年会費に見合う補助金でないと、指定となっても意味がない。 

・子どもさんあっての行事であり、子どもの数が目にみえて減ってきている中、子どもがいなくな

る期間（いなくなってしまうことも）が出てくることは考えられるので、どう保存、継承してい

くか課題となっています。 

・小さい子ども中心の行事である為、今後少子化が進んだ場合、どのような形で継承していくかが

課題となる。 

・伝統ある祭礼を継承していきたい気持ちは区民皆持っていると思う。しかし、過疎化、仕事を休

んでの出役、作業、古い文化の継承等、若い方等に負担感が大きくなってきている。行事を縮小、

簡素化していっても、結局は負担感が消えることはなく、同じことが繰り返されるのではないか

と想像する。年に 1～3 日ほどの出役にもかかわらず、負担感が生じるのは設問にもあった「文化

財に対する理解が十分ではないこと」からマイナス意見が主流となり。「やめよう、縮小しよう」

の意見が多数を締めてしまう雰囲気となる。今年度もさらに縮小を図り実施することとなった。

コロナの影響で中止となったため、評価はできないがだんだんその流れになるのではない。個人

的には、このような行事は大事に伝えていきたい。と言う思いがあり残念ではあるが現状ではい

たしかたない。といった判断をしている。なにか魅力や楽しさを見いださなければならないが、

現代は他にたくさん楽しみが生じてきており、地方の文化の魅力が失われてきていると感じる。 

・祭り用品の購入や活動を継続するための予算が無い。資金が必要である。 

●保存活用の方策 

・「戸祝い」と言わず、「祝いましょ」と呼んでいる。「キツネガリ」も「祝いましょ」の道中で子ど

もたちが一斉に歌いだす。各集落それぞれの呼称や歌詞があると思います。若狭町伝統文化保存

協会が発行された書物に、横（全国）と縦（歴史）の視点をさらに追加し深めて欲しい。 



 

 

 

・神事の席上、謡を必ず出すということが伝統となっている。習い、練習することなしには参加し

ても張り合いがない。世帯主が謡とは無縁の若い世代となってきており、神事そのものの意識を

自覚できるよう考え伝えることが急務となっている。神事に限らず、「送り盆」、「祝いましょ」に

しても、伝統文化を継続するには、行事そのものの意義を強く認識できるかどうかに関わってい

る。その一助になるのが広報（新聞、町広報、ケーブルテレビ）であろう。自他ともに文化的価

値に今一度気付かせていただけるから。 

・物的保存と芸能保存に区分けして考えると、物的保存は集客が存続する限り、住民意識も高く、

積極的に取り組めると思う。芸能保存に関しては、人的な面で危惧せざると得ない。人の流出の

歯止めが難しい現実の中、継承する若者は減少し、存続の危機に至っている。AI の導入で新時代

が訪れている中、伝統芸能と住民との関係について真剣に議論し検討する必要性を感じる。伝統

芸能が若者の流出に歯止めになっているという考えは神話になっている。伝統芸能があるから田

舎に帰りたくないという声すら耳にする。次世代の若者に、伝統芸能の継承方法や又魅力につい

て、伝え方の重要性を強く感じる。 

●状況の変化 

・豊年おどりは太鼓（大太鼓、小太鼓）とおどりがセットで伝承されている。この内、おどりは少子

化により若嫁さんが少なくなり踊りを休止中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．若狭町における文化財保存活用のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

「旧町期から郡域を超えた合併まで」

＜H16（2004）年度まで＞

「教育委員会事務局体制期」

＜H17・18（2005～2006）年度＞

「文化財室体制期」

＜H19～21（2007～2009）年度＞

「歴史文化課体制第１期」

＜H22～29（2010～2017）年度＞

「歴史文化課体制第２期」

＜H30（2018）年度から＞

町合併 H17.3.31  (2005.3) 教育委員会事務局 文化財室 (町⾧部局・教育委員会補助執行) 歴史文化課  (室より課へ) 歴史文化課

三方町：三方町縄文博物館

上中町：上中町教育委員会事務局

教育委員会事務局（上中事務所）

出先機関 若狭三方縄文博物館

文化財室（歴史文化館内）

出先機関 若狭三方縄文博物館

歴史文化課 （歴史文化館内）

出先機関 若狭三方縄文博物館（縄文環境室設置）

歴史文化課（縄文博物館内）課職員を集約

出先機関 若狭町歴史文化館

古三方湖がはぐくんだ縄文遺跡群

主な施設：三方町縄文博物館  2000

主な調査：「鳥浜貝塚」発掘 1962～1985

     「福井県遺跡地図」踏査 1990～1991

主な指定等：「鳥浜貝塚出土品」（国）2002

調査：「ユリ遺跡」発掘(県) 2006 調査：「ユリ遺跡」発掘(県) 2007

   「曽根田遺跡」発掘(県) 2007～2009

施設：若狭三方縄文博物館リニューアル 2012

   福井県立若狭歴史博物館リニューアル（県）2014

調査：「ユリ遺跡」発掘 2010.2011

三方五湖の恵みとともにある文化

主な調査：『三方町史』編纂のための調査 1990

主な指定等：「常神のソテツ」（国）1924

      「三方五湖」（国）1937

調査：「水月湖年縞」学術ボーリング 2006

指定等：「三方五湖」ラムサール条約 2005

調査：「三方五湖の文化的景観」2009 施設：福井県里山里海湖研究所（県）2014

   福井県海浜自然センターリニューアル（県）2014

調査： 「水月湖年縞」学術ボーリング調査（県） 2012.2014

指定等：「水月湖年縞」地質学的年代の世界標準 2012

    「御食国若狭と鯖街道」日本遺産認定 2015

施設：福井県年縞博物館開館（県） 2018

   里山里海湖研究所 三方五湖自然観察棟（県） 2018

指定等：「三方五湖」日本農業遺産認定 2018

三方五湖の災害復興を伝える治水関連遺産
主な調査：『三方町史』編纂のための調査 1990 事業：「行方久兵衛と浦見運河」里山里海学校教育プログラム

   （県）2013

掲載：「行方久兵衛と浦見運河」福井県版教科書『きょう土の

   生活』2019

常神半島の漁村文化
主な調査：『三方町史』編纂のための調査 1990 調査：「三方五湖の文化的景観（常神半島を

   含む）」 2009

調査：「大音家文書」（県）2016～2017

指定等：「神子の正月神事」（町）2011

調査：「大音家文書」（県）2018

指定等：「大音家文書」（国）2020

海を越えた若狭の王の古墳群

主な施設：福井県立若狭歴史民俗資料館（県）1986

主な調査：「向山1号墳」発掘 1987～1988

     「福井県遺跡地図」踏査 1990～1991

     「若狭地方主要前方後円墳」発掘（県）1991～1996

主な指定等：「上ノ塚古墳」（国）1935

      「西塚古墳」（国）1935

      「中塚古墳」（国）1935

      「上船塚古墳」（国）1935

      「下船塚古墳」（国）1935

調査：「糠塚古墳」測量 2008 施設：若狭町歴史文化館 2007

調査：「曽根田遺跡」発掘(県) 2007～2009

   「糠塚古墳」発掘調査 2009

施設：福井県立若狭歴史博物館リニューアル（県）2014

調査：「脇袋丸山塚古墳」測量・発掘 2011.2012.2017

   「藤井岡古墳群」測量・発掘調査 2013.2016

   「西塚古墳」測量 2017

指定等：「向山1号墳出土品」（県） 2015

    「御食国若狭と鯖街道」日本遺産認定 2015

刊行：「向山１号墳」調査報告書 2014

調査：「西塚古墳」発掘 2020～

指定等：「藤井岡古墳」（町）2018

常神半島沿岸部の土器製塩遺跡群 主な調査：「福井県遺跡地図」踏査 1990～1991

物流と文化の行き交う若狭街道と熊川宿

主な施設：若狭鯖街道熊川宿資料館 1997

     旧逸見勘兵衛家住宅 1998

     熊川番所 2002

主な調査：「上中町熊川伝統的建造物群」1981

     「福井県歴史の道 鯖街道」2002

主な事業：若狭町熊川宿伝統的建造物群保存地区

     保存修理修景事業 1996～

主な指定等：「若狭町熊川宿伝統的建造物群保存地区」（国選

     定）1996

調査：「住民と大学との協働による鯖街道熊川宿活性化モデル調

   査」2006

施設：「お泊り処熊川宿勘兵衛」2009

調査：「若狭町熊川宿の防災まちづくり」調査 2008

調査：「鯖街道の文化的景観」調査 2009

調査：「倉見屋荻野家住宅」調査 2010

調査：「若狭熊川宿における空き家活用」調査（大学）2011～

   2012

 

施設：道の駅若狭熊川宿マンガで知る鯖街道ミュージアム 2015

   村田館（熊川宿）2017

指定等：「荻野家住宅」（国）2014

    「御食国若狭と鯖街道」日本遺産認定 2015

事業：「全国伝統的建造物群保存協議会総会・住民プログラム」

   開催 2014

施設：「シェアオフィス菱屋」（民間）2018

   「熊川宿若狭美術館」（民間）2018

   「八百熊川（宿泊施設）」（民間）2019

指定等：「熊川葛関係資料」「熊川葛の製作用具」（町）2018

  

海湖(うみ)からつながる丹後街道

施設：三方町立郷土資料館 1982

主な調査：「福井県歴史の道 丹後街道」2000

施設：佐久間記念交流会館開館 2010

調査：「三方石観世音の手形・足形等奉納品」(県) 2011～2017

指定等：「鳥浜酒造店舗兼醸造所」「鳥浜酒造煙突」（国登

    録）2011

調査：「三方石観世音の手形・足形等奉納品」(県) 2018.2019

指定等：「三方石観世音の手形・足形等奉納品」県）2020

神仏信仰と

ともにある

民俗文化

【分布の特性】

三方地域：中世に遡る神事や王の舞などの

     芸能が残る

上中地域：近世以降に京の影響を受けた六斎

     念仏や地蔵盆などの行事が残る

境界地域：鳥羽地区と三十三地区には両方の

     特徴を持つ行事が混在して伝わる

主な施設：福井県立若狭歴史民俗資料館（県）1986

主な指定等：「木造 聖観世音菩薩立像（国）1921

      「木造 十一面観世音菩薩立像」（国）1928

      「上中の六斎念仏」（国選択）1972

      「宇波西神社の神事芸能」（国選択）1976

施設：パレア若狭 2006 発足：「若狭町伝統文化保存協会」2008

指定等：「海士坂の送り盆」（県）2008

事業：「伝統文化のつどい」 2009～

施設：福井県立若狭歴史博物館リニューアル（県） 2014

調査：「戸祝い・キツネガリ」調査 2014

   「若狭町の王の舞」調査 2016.2017

事業：「若狭町伝統文化保存協会」が伝統文化保存継承事業開始

    2010～

発刊：「若狭町伝統文化実態調査報告書『つたえつなぐ』」2013

   『伝統文化の歳時記』2014

指定等：「御食国若狭と鯖街道」日本遺産認定 2015

    「戸祝い・キツネガリ」（町）2015

    「若狭能倉座の神事能」（国選択）2017

調査：「若狭能倉座の神事能」調査 2020～

   「戸祝い・キツネガリ」調査（県）2020～

指定等：「福井の戸祝いとキツネガリ」国選択 2018

    「能登神社の例祭神事」「天神社の例祭神事」「日枝神

    社の例祭神事」「天満宮の例祭神事」（町）2018

    「三方五湖」日本農業遺産認定 2018

若狭町の文化財行政体制

時代区分

若狭町における文化財保存活用のあゆみ

人と自然の

たゆまぬ共生

御食国若狭の始まり

京へつながる

鯖街道の往来

関

連

文

化

財

群

と

保

存

活

用

区

域

ご

と

の

取

組

策定計画

■文化財を活かしたモデル地域づくり事業

・「若狭小浜上中歴史街道計画」1997
・旧建設省と文化庁の共同事業

・鯖街道のメインルートである北川水系の中で、

市町を超えた最初の文化的ゾーニング計画。

■文化振興ビジョン策定事業

・「若狭町環境・芸術・文化振興ビジョン」
・町が平成19～20年度にかけて作成。

・旧三方郡三方町と旧遠敷郡上中町との合併で誕生した若狭町を、文
化をもって融合させ、文化による町の活性化に資するための計画。

■文化財保存活用地域計画作成事業

・「若狭町文化財保存活用地域計画」
・若狭町が令和元年度から2年度にかけて作成。

令和３年文化庁認定
・「小浜市・若狭町歴史文化基本構想」を基軸に

しながら、若狭町独自の計画策定を行い、より明

確な目的及び措置設定を行っていく。

■文化財総合的把握モデル調査事業

・「小浜市・若狭町歴史文化基本構想」

・小浜市・若狭町が平成20～22年度にかけて調査を実施。

・小浜市、若狭町の文化財の総合的把握と基本構想・保存活用
計画策定。


